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アメリカにおける全国統一的な競業避止特約規制の形成に向けた取組み過程（一）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の

形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
一
）�

―
―�
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
（U
niform

�Restrictive�Em
ploym

ent�A
greem

ent�A
ct

）
の�

策
定
を
契
機
と
し
て
―
―

植
　
　
田
　
　
　
　
達

一
　
は
じ
め
に

　
㈠
　
本
稿
の
背
景

　
㈡
　
本
稿
の
検
討
対
象

二
　
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容

　
㈠
　
策
定
の
趣
旨
お
よ
び
要
点

　
　
1
　
策
定
趣
旨

　
　
2
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1
　
本
法
の
効
力
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〇
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そ
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（
二
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）

三
　
お
わ
り
に�

（
以
上
、
九
十
五
巻
十
号
）



40

法学研究 95 巻 8 号（2022：8）

一　

は
じ
め
に

㈠
　
本
稿
の
背
景

　

日
本
に
お
い
て
、
労
働
者
は
、
使
用
者
に
対
し
、
在
職
中
は
、
労
働
契
約
上
の
信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
、
労
働
契
約
法
三
条
四

項
）
に
基
づ
い
て
そ
の
付
随
義
務
で
あ
る
誠
実
義
務
の
一
環
と
し
て
の
競
業
避
止
義
務
を
負
う
の
に
対
し
、
退
職
後
は
、
労
働
契
約

の
終
了
に
伴
い
、
当
然
に
は
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
退
職
後
の
労
働
者
に
競
業
避
止
義
務

を
課
す
た
め
に
は
、
別
の
契
約
上
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
競
業
避
止
特
約
が
必
要
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
競
業
避
止
特
約
は
退
職
労
働

者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
を
制
約
す
る
た
め
、
そ
の
有
効
性
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
競
業
制
限

の
範
囲
（
期
間
、
地
域
、
対
象
業
種
・
職
種
、
対
象
行
為
）
が
、
代
償
措
置
な
ど
も
考
慮
し
、
当
該
労
働
者
が
触
れ
う
る
使
用
者
の
正

当
な
利
益
を
守
る
た
め
に
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
特
約
が
公
序
（
民
法
九
〇
条
）
に
違
反
す
る
か
を
判
断
す
る
、
と
い

う
枠
組
み
が
裁
判
実
務
と
し
て
確
立
し
て
い
る）1
（

。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
在
職
中
の
労
働
者
は
、
ど
の
州
に
お
い
て
も
、
忠
実
義
務
（duty�of�loyalty

）
の
内
容
と
し
て
競

業
避
止
義
務
を
負
う
が
、
退
職
後
に
は
こ
れ
を
負
わ
な
い）2
（

。
そ
の
た
め
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
退
職
し
た
労
働
者
に
使
用
者
の
営

業
秘
密
や
顧
客
関
係
な
ど
を
競
争
の
た
め
に
使
用
さ
せ
な
い
よ
う
、
競
業
避
止
特
約
（restrictive�covenant

）
を
締
結
す
る
こ
と

が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
競
業
避
止
特
約
の
効
力
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
①
コ
モ
ン
ロ
ー
（
判
例
法
）
に
よ
っ
て
制
限

す
る）3
（

の
か
、
②
制
定
法
に
よ
っ
て
規
制
す
る
の
か
、
州
に
よ
っ
て
異
な
る
。
さ
ら
に
、
①
一
見
す
る
と
同
じ
よ
う
な
コ
モ
ン
ロ
ー
の

ル
ー
ル
で
あ
っ
て
も
、
各
州
で
そ
の
解
釈
や
適
用
が
大
な
り
小
な
り
異
な
る
。
②
制
定
法
に
つ
い
て
も
、
❶
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る

ル
ー
ル
と
同
様
の
も
の
を
採
用
す
る
州）4
（

も
あ
れ
ば
、
❷
競
業
避
止
特
約
を
広
く
禁
止
な
い
し
制
限
す
る
州）（
（

、
❸
低
賃
金
労
働
者
の
締

結
す
る
特
約
を
無
効
と
す
る
州
（
低
賃
金
労
働
者
以
外
の
労
働
者
と
の
関
係
で
は
一
定
の
場
合
に
有
効
に
な
る）

（
（

）
も
あ
り
、
そ
の
規
制
の
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内
容
や
強
度
も
州
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
特
に
、
②
❸
低
賃
金
労
働
者
の
特
約
に
関
す
る
制
定
法
上
の
規
制
は
、
比
較
的
最
近
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
比
較
法
的
考
察
の
観
点
か
ら
は
注
目
に
値
す
る
動
向
で
あ
る
。

　

連
邦
制
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
競
業
避
止
特
約
規
制
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
州
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が

全
く
異
な
る
不
統
一
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
分
野
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な
法
分
野
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
的
な
ル
ー
ル

形
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
に
し
て
最
も
成
功
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
例
が
、
契
約
法
（contract�law

）
の

分
野
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（A

LI

：A
m

erica�Law
�Institute

）
が
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
法
の
再
述
。

Restatem
ents�of�the�Law

）
策
定
事
業
の
一
環
と
し
て
公
刊
し
た
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト）（
（

お
よ
び
第
二
次
契
約
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト）（
（

、
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
と
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
（N

CCU
SL

：N
ational�Conference�of�Com

m
issioners�on�

U
niform

�State�Law
s　

統
一
法
委
員
会
（U

niform
�Law

�Com
m

ission

）
と
も
呼
ば
れ
る
。）
と
の
共
同
事
業
と
し
て
策
定
さ
れ
た
統

一
商
事
法
典
（U

CC

：U
niform

�Com
m

ercial�Code

）
9
（

）
に
よ
っ
て
、
契
約
法
に
関
す
る
統
一
ル
ー
ル
の
形
成
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
お
よ
び
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る

ル
ー
ル
も
記
述
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
そ
れ
自
体
に
法
源
性
は
な
く
、
あ
く
ま
で
判
例
法
に
よ
る
規
律

を
選
択
し
た
州
（
前
記
①
）
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
の
記
述
も
州
判
例
法
の
形
成
や
発
展
に
寄
与
し
て
い
る）（1
（

。

　

雇
用
法
（em

ploym
ent�law

）
に
つ
い
て
も
、
近
時
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
と
し
て
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
策
定
・
公
刊

さ
れ
た）（（
（

。
こ
れ
は
、
民
間
企
業
に
お
け
る
団
体
交
渉
の
衰
退
、
随
意
雇
用
（at-w

ill�em
ploym

ent

）
の
例
外
の
拡
大
、
雇
用
関
係
の

性
質
の
変
化
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
お
よ
び
雇
用
終
了
後
の
競
業
制
限
の
展
開
に
よ
り
、
代
理
法
（A

gency

）、
不
法
行
為

法
（T

orts

）、
契
約
法
、
不
正
競
争
法
（U

nfair�Com
petition

）
な
ど
、
ほ
か
の
法
分
野
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
雇
用
問

題
の
取
扱
い
だ
け
で
は
不
十
分
と
な
る
に
至
っ
た）（1
（

こ
と
を
背
景
に
、「
五
〇
州
に
お
け
る
雇
用
法
の
判
断
に
共
通
の
用
語
と
枠
組
み
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を
与
え
る
と
と
も
に
、
全
国
の
裁
判
官
や
弁
護
士
に
と
っ
て
機
能
し
、
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
判
決
か
ら
解
明
さ
れ
た
原
則
の
公
式
を

提
示
す
る
こ
と
」
を
目
標
と
す
る
も
の
だ
っ
た）（1
（

。
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
記
述
を
置
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
普
及
や
活
用
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
ほ
か
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
と

比
較
す
る
と
奏
功
し
て
い
る
と
言
い
難
い
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
に
て
検
討
し
た
通
り
で
あ
る）（1
（

。

㈡
　
本
稿
の
検
討
対
象

　

競
業
避
止
特
約
の
規
制
に
関
し
て
は
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
日
、
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
が
、
統
一
商
事
法
典
と
同
じ
く
統

一
州
法
案
（
全
て
の
州
に
提
案
さ
れ
る
模
範
法
で
あ
り
、
各
州
の
州
議
会
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
州
制
定
法
と
し
て
法
律
と
な

る
。）
と
し
て
、
新
た
に
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
（U

REA
A

：U
niform

�Restrictive�Em
ploym

ent�A
greem

ent�A
ct

）
を
公

表
し
た
（
上
記
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
こ
れ
自
体
は
直
ち
に
法
源
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
以
下
「
本
法
」
と
も
い
う）

（1
（

。）。
本

法
は
今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
各
州
に
お
け
る
立
法
動
向
や
実
務
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
本
法
の
規
定
や
そ
の
注
釈

に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
在
の
競
業
避
止
特
約
規
制
に
関
す
る
理
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
本
法
の
規
定
の
試
訳
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
示
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
も
触
れ

な
が
ら
、
本
法
の
注
釈
が
示
す
各
規
定
の
解
釈
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約

規
制
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
考
察
を
踏
ま
え
、
日
本
法
へ
の
示
唆
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
模

索
し
た
い
。
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二　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
内
容

㈠
　
策
定
の
趣
旨
お
よ
び
要
点

1
　
策
定
趣
旨

　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
が
策
定
さ
れ
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
序
論
（Prefatory�N

ote

）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る）（1
（

。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
は
、
ま
ず
大
き
く
、
⑴
政
策
的
考
慮
お
よ
び
実
証
研
究
（
す
な
わ
ち
経
済
分
析
）、
⑵
連
邦
お
よ
び
州
の
立

法
活
動
の
動
向
、
⑶
統
一
法
の
必
要
性
に
分
け
ら
れ
る
。

⑴
　
政
策
的
考
慮
お
よ
び
実
証
研
究

　

競
業
避
止
特
約
法
は
、
他
の
雇
用
法
と
は
異
な
る
政
策
上
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
法
の
他
の
問

題
で
は
、
獲
得
し
よ
う
と
す
る
利
益
が
使
用
者
に
高
す
ぎ
る
コ
ス
ト
を
課
す
も
の
で
あ
る
結
果
、
か
え
っ
て
労
働
者
を
害
す
る
か
ど

う
か
が
議
論
と
な
る
（
例
え
ば
、
最
低
賃
金
を
一
五
ド
ル
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
使
用
者
が
高
い
最
低
賃
金
を
理
由
に
雇
用
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
り
、
非
熟
練
労
働
者
が
失
業
す
る
可
能
性
が
あ
る）

（1
（

。）。
こ
れ
に
対
し
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
政
策
は
、
使
用
者
と
被
用

者
）
（1
（

と
が
対
立
す
る
構
造
を
持
つ
側
面
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
使
用
者
は
、
既
存
の
被
用
者
を
雇
用
し
続
け
る
こ
と
と
、
熟
練
被
用

者
を
他
社
か
ら
雇
用
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
点
で
異
な
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
競
業
避
止
特
約
の
有
用
性
と
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
使
用
者
は
、
被
用
者
に
営
業
秘
密
や
顧
客
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
被
用
者
の
訓
練
お
よ
び
商
業
的
に
価
値
の
あ
る
情
報
の
開
発
に
投
資
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
競
業
避
止
特
約
の
危
険
性
と
し
て
、
労
働
者
が
よ
り
生
産
性
の
高
い
機

会
に
移
動
す
る
こ
と
を
制
限
し
、
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
な
生
産
性
に
も
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
経
済
学
で
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い
う
外
部
性
（externality

））
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
競
業
避
止
特
約
は
、
地
域
経
済
の
中
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
な
要
素
で
あ
っ
て
経
済
発
展
の
原
動
力
で
も
あ
る
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
の
流
れ
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
業
種

で
の
新
規
事
業
を
直
接
に
阻
害
す
る
競
業
避
止
特
約
は
、
先
進
的
な
者
が
そ
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
、
よ
り
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
、
製

造
過
程
の
改
善
な
ど
を
事
業
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
を
直
接
に
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵
　
連
邦
お
よ
び
州
の
立
法
活
動
の
動
向

　

競
業
避
止
特
約
は
、
契
約
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
前
記
⑴
の
よ
う
な
危
険
も
伴
う
こ
と
か
ら
、
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、
一
般
的

な
契
約
と
し
て
の
有
効
要
件
だ
け
で
な
く
、
①
使
用
者
の
保
護
に
値
す
る
利
益
、
②
そ
の
利
益
を
推
進
す
る
た
め
に
期
間
（tim

e

）、

地
理
（geography

）、
範
囲
（scope

）
に
お
い
て
合
理
的
に
限
定
さ
れ
た
競
業
制
限
で
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
の
が
伝

統
的
な
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
内
容
で
あ
る）（1
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
①
お
よ
び
②
の
要
件
充
足
性
の
具
体
的
な
判
断
や
、
契
約
一
般
の

要
件
で
も
あ
る
約
因
の
内
容
、
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
ル
ー
ル
の
是
非
な
ど
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
州
の
間
で
も
ル
ー
ル
に
違
い
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州）11
（

、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州）1（
（

、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州）11
（

の
よ
う
に
、
競
業
禁
止
特
約
は
事
業
譲
渡
な
ど
に
関
連
す
る
も

の
の
み
を
有
効
と
す
る
内
容
の
制
定
法
を
設
け
て
い
る
州
も
あ
る
。

　

コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
は
、
保
護
に
値
す
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
営
業

秘
密
は
特
に
問
題
と
な
る
。
営
業
秘
密
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
州
が
、
統
一
営
業
秘
密
法
（U

niform
�T

rade�Secrets�A
ct

））
11
（

を
採
択
し
て
い
る）11
（

こ
と
に
よ
り
、
中
核
的
な
正
当
な
利
益
に
関
す
る
共
通
の
原
則
と
定
義
を
共
有
し
て
い
る
。
営
業
秘
密
保
護
の
他

に
、
事
業
の
購
入
、
顧
客
関
係
に
伴
う
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
（goodw

ill
）、
市
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
の
評
判
へ
の
投
資
な
ど
も
使
用

者
の
正
当
な
利
益
を
構
成
し
う
る）11
（

。
ま
た
、
重
要
な
労
働
者
の
確
保
や
労
働
者
の
教
育
訓
練
な
ど
を
正
当
な
利
益
と
し
て
い
る
州
も

あ
る
。
し
か
し
、
退
職
労
働
者
が
一
般
的
な
技
能
や
経
験
を
活
用
し
て
使
用
者
と
競
争
す
る
こ
と
を
も
防
止
し
た
い
と
い
う
の
は
使
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用
者
の
願
望
に
す
ぎ
ず
、
保
護
に
値
す
る
利
益
と
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
は
制
限
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
特
約
が
、
高
い
職
位
に
あ
る
労
働
者
や
高
い
報
酬
を
得
て

い
る
労
働
者
に
限
ら
ず
、
広
く
活
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
規
制

は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
た
め
、
連
邦
や
州
の
議
会
で
も
立
法
に
向
け
た
活
動
や
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

連
邦
で
の
動
き
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
二
〇
二
一
年
七
月
九
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
、
競
業
禁
止
特
約
そ
の
他
労
働
者
の
流
動

性
を
制
限
す
る
契
約
の
不
公
正
な
使
用
を
抑
制
す
る
た
め
、
連
邦
取
引
委
員
会
の
規
則
制
定
権
限
の
行
使
を
検
討
す
る
よ
う
促
す
こ

と
な
ど
を
内
容
と
す
る
大
統
領
令
（「
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
競
争
の
促
進
」）
を
発
出
し
た）11
（

。
オ
バ
マ
政
権
下
で
も
、
二
〇
一
六
年
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
州
の
立
案
担
当
者
に
対
し
、
❶
低
賃
金
労
働
者
や
正
当
な
理
由
な
く
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
な
ど
の
競
業
禁
止
特

約
の
禁
止
、
❷
雇
用
受
諾
前
お
よ
び
大
幅
な
昇
進
前
以
外
で
の
競
業
避
止
特
約
の
禁
止
、
雇
用
継
続
を
超
え
る
約
因
の
提
供
、
使
用

者
に
よ
る
労
働
者
に
対
す
る
競
業
避
止
特
約
の
存
在
・
内
容
・
州
法
の
周
知
の
奨
励
な
ど
に
よ
る
競
業
避
止
特
約
の
透
明
性
と
公
平

性
の
向
上
、
お
よ
び
❸
無
効
な
条
項
を
定
め
る
特
約
を
完
全
に
無
効
と
す
る
「
レ
ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
法
理
」
の
採
用
な
ど
に
よ
る
、
無

効
な
条
項
の
排
除
と
使
用
者
に
よ
る
有
効
な
特
約
の
作
成
の
奨
励
、
を
内
容
と
す
る
「
競
業
禁
止
特
約
に
関
す
る
州
の
措
置
要
請
」

（state�call�to�action

）
を
発
出
し
た）11
（

。

　

各
州
の
動
き
と
し
て
は
、
二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
二
一
年
に
か
け
、
一
八
の
州
が
何
ら
か
の
競
業
避
止
特
約
法
制
を
制
定
し
て
い

る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、
競
業
避
止
特
約
規
制
の
包
括
的
な
改
革
よ
り
も
低
賃
金
労
働
者
が
締
結
す
る
特
約
に
、
ま
た
、

退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
（post-em

ploym
ent�restrictions

）
全
般
よ
り
も
競
業
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
競
業
禁
止
特
約

（noncom
petes

）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
競
業
避
止
特
約
の
制
限
に
つ

い
て
依
然
と
し
て
コ
モ
ン
ロ
ー
に
依
拠
す
る
州
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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⑶
　
統
一
法
の
必
要
性

　

使
用
者
側
団
体
と
被
用
者
側
団
体
は
双
方
と
も
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
と
な
る
か
ど
う
か
が
、
州
に
よ
っ
て
そ
の
ル
ー
ル
が
異

な
る
上
、
ほ
と
ん
ど
の
州
法
の
下
で
結
果
の
予
測
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
よ
り
、
単
一

の
使
用
者
に
と
っ
て
も
、
全
国
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
多
く
の
法
域
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
た
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
被
用
者
個
人
に
と
っ
て
も
、
ま
す
ま
す
流
動
化
が
進
む
中
で
予
測
可
能
性
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競

業
避
止
特
約
に
基
づ
い
て
権
利
義
務
が
発
生
す
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
記
⑴
に
も
あ
る
よ
う
に
、

競
業
避
止
特
約
に
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
力
の
流
動
性
を
妨
げ
、
経
済
全
体
の
活
力
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
懸
念
も
相
俟
っ
て
、

競
業
避
止
特
約
の
規
制
と
い
う
分
野
で
は
、
競
争
を
促
進
す
る
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
政
治
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
分
析
が
あ
る）11
（

。
そ
こ
で
、
統
一
法
で
あ
る
本
法
は
、
伝
統
的
に
州
法
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
競
業
避
止
特

約
規
制
の
分
野
に
お
い
て
連
邦
法
上
の
規
制
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
お
よ
び
起
業
者
（entrepreneur

）
を
支
援
し
、
競
争

を
促
進
す
る
改
革
に
向
け
た
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

2
　
本
法
の
要
点

　

本
法
の
要
点
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
序
論
で
述
べ
ら
れ
て
い
る）11
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
二
条
各
号
で
定
義
さ
れ
、
八
条
な
い
し
一

四
条
に
よ
っ
て
類
型
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
、
多
様
な
「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
（restrictive�em

ploym
ent�

agreem
ent

）」
を
規
制
す
る
、
と
い
う
適
用
範
囲
の
広
範
さ
、
②
一
部
の
特
約
類
型
を
除
く
、
低
賃
金
労
働
者
に
関
す
る
競
業
避
止

特
約
の
禁
止
（
五
条
）、
③
事
前
通
知
な
ど
の
手
続
的
要
件
（
四
条
）、
④
州
労
働
省
（state�departm

ents�of�labor

）
に
よ
る
制
裁

金
（penalties

）
お
よ
び
執
行
（
一
六
条
⒠
項
）、
⑤
過
度
に
広
範
な
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
書
き
直
し
（rew

riting

）
の
禁
止
お

よ
び
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
一
六
条
⒜
項
）
が
、
本
法
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
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㈡
　
総
論
的
規
定

1
　
定
義
規
定
（
一
条
・
二
条
）

　

本
法
で
は
、
ま
ず
、
総
論
的
な
規
定
と
し
て
、
一
条
が
本
法
（
厳
密
に
は
本
法
を
採
択
し
た
州
の
法
律
）
の
定
義
を
、
二
条
が
本
法

に
定
め
ら
れ
た
様
々
な
用
語
な
い
し
概
念
の
定
義
を
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。

一
条
（
表
題
）

　

こ
の
［
法
律
］
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。

二
条
（
定
義
）

　

こ
の
［
法
律
］
に
お
い
て
、

⑴　
「
秘
密
保
持
特
約
（confidentiality�agreem

ent

）」
と
は
、
次
の
内
容
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
（restrictive�

em
ploym

ent�agreem
ent
）
を
い
う
。

🄐　

労
働
者
（w
orker

）
が
情
報
を
使
用
し
、
ま
た
は
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ

🄑　

和
解
そ
の
他
の
紛
争
解
決
の
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
も
の

⑵　
「
電
子
的
（electronic

）」
と
は
、
電
気
的
（electrical

）、
数
字
的
（digital

）、
磁
気
的
（m

agnetic

）、
無
線
的

（w
ireless

）、
光
学
的
（optical

）、
電
磁
気
的
（electrom

agnetic

）
そ
の
他
の
類
似
の
特
性
を
有
す
る
技
術
に
関
す
る
こ

と
を
い
う
。

⑶　
「
使
用
者
（em

ployer

）」
と
は
、
そ
の
者
の
た
め
に
働
く
（w

ork

）
労
働
者
を
雇
用
し
（hire

）、
ま
た
は
労
働
者
と
契
約
す

る
者
を
い
う
。

⑷　
「
取
引
禁
止
特
約
（no-business�agreem

ent

）」
と
は
、
労
働
者
が
、
使
用
者
の
依
頼
者
（client

）
ま
た
は
顧
客

（custom
er

）
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
い
う
。

⑸　
「
競
業
禁
止
特
約
（noncom

pete�agreem
ent

）」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る
雇
用
に
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お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
い
う
。
こ
の
用
語
は
、
取
引
禁
止
特
約
を
含
ま
な
い
。

⑹　
「
勧
誘
禁
止
特
約
（nonsolicitation�agreem

ent

）」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
依
頼
者
ま
た
は
顧
客
を
勧
誘
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
い
う
。

⑺　
「
引
抜
禁
止
特
約
（no-recruit�agreem

ent

）」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
ほ
か
の
労
働
者
を
雇
用
し
、
ま
た
は
引
き
抜
く

こ
と
を
禁
止
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
い
う
。

⑻　
「
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
（paym

ent-for-com
petition�agreem

ent

）」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く

こ
と
に
対
し
て
不
利
な
金
銭
的
な
結
果
を
課
す
が
、
そ
の
労
務
を
明
示
的
に
は
禁
止
し
な
い
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を

い
う
。

⑼　
「
者
（person
）」
と
は
、
個
人
、
財
産
（estate

）、
企
業
（business

）、
非
営
利
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
す
。
こ
の
用
語

は
、
公
法
人
、
政
府
、
行
政
区
画
（governm

ental�subdivision

）、
行
政
機
関
（agency

）、
機
関
（instrum

entality

）

を
含
ま
な
い
。

⑽　
「
記
録
（record

）」
と
は
、
次
の
情
報
を
い
う
。

🄐　

有
形
の
媒
体
に
刻
ま
れ
た
も
の

🄑　

電
子
的
そ
の
他
の
媒
体
に
保
存
さ
れ
、
認
識
可
能
な
形
式
で
検
索
で
き
る
も
の

⑾　
「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
」
と
は
、
使
用
者
と
労
働
者
の
間
の
契
約
ま
た
は
別
の
契
約
の
一
部
で
あ
っ
て
、
雇
用
関
係

（w
ork�relationship

）
が
終
了
し
た
後
も
し
く
は
事
業
譲
渡
（sale�of�a�business

）
が
完
了
し
た
後
に
、
使
用
者
以
外
の

た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
し
（prohibits

）、
制
限
し
（lim

it

）、
ま
た
は
こ
れ
に
条
件
を
付
す
る
（set�a�condition

）
も
の

を
い
う
。
こ
の
用
語
は
、
秘
密
保
持
特
約
、
取
引
禁
止
特
約
、
競
業
禁
止
特
約
、
勧
誘
禁
止
特
約
、
引
抜
禁
止
特
約
、
競
業
に

対
す
る
支
払
特
約
お
よ
び
訓
練
費
用
返
還
特
約
（training-repaym

ent�agreem
ent

）
を
含
む
。

⑿　
「
事
業
譲
渡
」
と
は
、
名
称
の
如
何
を
問
わ
な
い
が
、
次
の
も
の
に
関
す
る
譲
渡
（sale

）、
吸
収
合
併
（m

erger

）、
新
設
合

併
（consolidation

）、
合
併
（am

algam
ation

）、
組
織
変
更
（reorganization

）
そ
の
他
の
法
律
行
為
（transaction

）
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を
い
う
。

🄐　

事
業
も
し
く
は
非
営
利
団
体
の
全
部
も
し
く
は
一
部
ま
た
は
そ
の
資
産
の
全
部
も
し
く
は
一
部

🄑　

事
業
体
ま
た
は
団
体
に
対
す
る
実
質
的
な
所
有
権

⒀　
「
署
名
す
る
（sign

）」
と
は
、
記
録
を
認
証
し
（authenticate

）、
ま
た
は
承
認
す
る
（adopt

）
現
在
の
意
思
を
も
っ
て
、

次
の
行
為
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

🄐　

有
形
の
記
号
を
作
成
し
（execute

）、
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と

🄑　

電
子
的
な
記
号
、
音
声
、
過
程
を
当
該
記
録
に
添
付
し
、
ま
た
は
論
理
的
に
結
合
す
る
こ
と

⒁　
「
署
名
さ
れ
た
特
約
（signed�agreem
ent

）」
と
は
、
労
働
者
と
使
用
者
が
署
名
し
た
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
い
う
。

⒂　
「
特
別
訓
練
（special�training

）」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
以
外
の
も
の
か
ら
受
け
る
指
導
そ
の
他
の
教
育
の
う
ち
、
次
の

も
の
を
い
う
。

🄐　

労
働
者
の
業
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
も
の

🄑　

他
の
労
働
者
が
通
常
受
け
る
も
の
で
な
い
も
の

🄒　

通
常
の
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
異
な
り
、
使
用
者
の
多
額
か
つ
特
定
可
能
な
支
出
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

⒃　
「
定
め
ら
れ
た
報
酬
率
（stated�rate�of�pay
）」
と
は
、
使
用
者
が
支
払
う
こ
と
に
同
意
し
た
、
年
換
算
で
計
算
さ
れ
た
報

酬
（com

pensation

）
を
い
う
。
こ
の
用
語
は
、

🄐　

賃
金
、
給
料
、
専
門
職
報
酬
そ
の
他
の
人
的
（personal

）
労
務
に
対
す
る
報
酬
お
よ
び
現
金
以
外
の
す
べ
て
の
報
酬

（rem
uneration

）
の
公
正
な
市
場
価
値
を
含
む
。

🄑　

次
の
も
の
を
含
ま
な
い
。

ⅰ　

医
療
給
付
、
退
職
手
当
（severance�pay

）、
退
職
給
付
（retirem

ent�benefit

）、
費
用
償
還
（expense�

reim
bursem

ent

）
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ⅱ　

人
的
労
務
に
対
す
る
報
酬
で
な
い
収
入
お
よ
び
利
益
の
分
配

ⅲ　

チ
ッ
プ
、
賞
与
、
手
数
料
を
含
む
予
測
は
さ
れ
る
が
不
確
定
な
報
酬

⒄　
「
営
業
秘
密
」
は
、［
統
一
営
業
秘
密
法
一
条
⑷
号）

11
（

を
引
用
］
の
意
味
を
も
つ
。

⒅　
「
訓
練
費
用
返
還
特
約
」
と
は
、
労
働
者
が
使
用
者
の
負
担
し
た
訓
練
費
用
を
返
還
す
る
こ
と
を
求
め
る
雇
用
に
お
け
る
競
業

避
止
特
約
を
い
う
。

⒆　
「
働
く
（w

ork

）」
と
は
、
労
務
を
提
供
す
る
こ
と
（providing�service

）
を
い
う
。

⒇　
「
労
働
者
（w

orker

）」
と
は
、
使
用
者
の
た
め
に
働
く
個
人
を
い
う
。
こ
の
用
語
は
、

🄐　

依
頼
者
ま
た
は
顧
客
に
労
務
を
提
供
す
る
被
用
者
（em

ployee

）、
独
立
契
約
者
（independent�contractor

）、
エ
ク

ス
タ
ー
ン
、
イ
ン
タ
ー
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
実
習
生
（apprentice

）、
個
人
事
業
主
（sole�proprietor

）、
お
よ
び
、

企
業
ま
た
は
非
営
利
団
体
を
通
じ
て
労
務
を
提
供
す
る
個
人
を
含
む
。

🄑　

使
用
者
の
た
め
に
付
随
的
（incidental

）
に
労
務
を
提
供
し
て
い
る
と
し
て
も
、
使
用
者
と
の
関
係
が
次
の
も
の
の
み

で
あ
る
個
人
は
含
ま
な
い
。

ⅰ　

取
締
役
会
そ
の
他
の
運
営
委
員
会
ま
た
は
諮
問
委
員
会
の
構
成
員

ⅱ　

そ
の
職
権
に
基
づ
い
て
企
業
ま
た
は
非
営
利
団
体
の
権
能
が
行
使
さ
れ
る
個
人

ⅲ　

投
資
家

ⅳ　

商
品
の
売
主

⑴
　
特
約
当
事
者
の
定
義

　

二
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈
（com

m
ent

）
1（
（

）
か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

ま
ず
、
特
約
の
当
事
者
に
つ
き
、
⒇
号
で
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、「
労
働
者
（w

orker

）」
は
、
広
い
意
味
を
持
つ
概
念
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
た
労
務
提
供
者
が
被
用
者
（em

ployee

）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
独
立
契
約
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者
な
の
か
、
と
い
う
多
く
の
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
論
点
を
提
起
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め

に
も
、「
被
用
者
」
概
念
を
広
範
囲
に
わ
た
る
よ
う
に
再
構
築
す
る
よ
う
な
規
定
ぶ
り
も
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
法
の
目
的
は
、

営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
の
保
護
、
訓
練
の
奨
励
と
い
う
利
益
と
、
流
動
性
や
競
争
の
促
進
と
い
う
利
益
の
調
整
に
あ
る
と
こ
ろ
、
そ

の
政
策
目
標
は
、
被
用
者
に
か
ぎ
ら
ず
、
ほ
か
の
労
務
提
供
者
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
法
は
適
用
範
囲
を
広
げ
、

「
労
働
者
」
概
念
に
独
立
契
約
者
な
ど
も
包
摂
す
る
こ
と
と
し
た）11
（

。

　

そ
し
て
、
労
働
者
に
当
た
る
た
め
に
は
、
労
務
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
会
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
取
締
役
会
の

構
成
員
と
し
て
で
は
な
く
、
会
社
に
労
務
を
提
供
す
る
者
と
し
て
、
労
働
者
に
該
当
し
う
る
。
他
方
で
、
企
業
に
対
し
て
労
務
を
提

供
し
な
い
社
外
取
締
役
は
、
労
働
者
に
は
当
た
ら
な
い
（
二
条
⒇
号
🄑
）。
取
締
役
は
、
会
社
に
労
務
を
提
供
す
る
労
働
者
に
ま
だ
近

い
と
も
い
え
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
被
用
者
と
は
異
な
り
、
会
社
を
統
治
す
る
法
的
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
退
任

後
の
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
本
法
で
規
制
し
な
い
ほ
う
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
組
合
員
た
る
組
合
員
（partner�qua�

partner

）
は
、
労
働
者
で
は
な
く
、
事
業
を
支
配
し
統
治
す
る
者
で
あ
る
。
他
方
、
組
合
を
通
じ
て
顧
客
へ
の
労
務
の
提
供
も
行

う
組
合
員
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
労
働
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
合
員
間
の
内
部
的
な
管
理
契
約
は
、
本
法
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
が
、
労
務
を
提
供
す
る
組
合
員
が
雇
用
関
係
終
了
後
に
他
の
場
所
で
働
く
こ
と
を
制
限
す
る
契
約
は
、
本
法
の
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
「
労
働
者
」
概
念
と
対
応
す
る
形
で
、
二
条
⑶
号
に
い
う
「
使
用
者
」
に
は
、「
労
働
者
」
で
あ
る
被
用
者
を
雇
用
す
る
者

だ
け
で
な
く
、「
労
働
者
」
で
あ
る
独
立
契
約
者
や
個
人
事
業
主
と
契
約
す
る
者
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
本
法
の
名
宛
人
に
は
、
非

営
利
団
体
も
含
ま
れ
う
る
（
二
条
⑼
号
前
段
）
が
、
転
職
を
規
制
す
る
目
的
の
違
い
か
ら
、
公
共
部
門
の
使
用
者
は
「
者
」
か
ら
除

外
す
る
（
同
号
後
段
）
形
で
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
公
務
員
（
特
に
規
制
権
限
を
有
す
る
機
関
の
公
務
員
）
の
転
職
は
、
後
の
雇
用
を
獲

得
す
る
た
め
に
そ
の
規
制
権
限
行
使
を
歪
め
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
契
約
で
は
な
く
法
律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
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⑵
　
各
特
約
の
定
義

　

次
に
、
本
法
の
規
制
対
象
と
し
て
、「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
」
の
定
義
（
二
条
⑾
号
）
お
よ
び
そ
の
七
つ
の
類
型
の
定

義
も
定
め
て
い
る
。
州
に
よ
っ
て
は
、
競
業
そ
れ
自
体
を
禁
止
す
る
競
業
禁
止
特
約
の
み
を
規
制
対
象
と
し
、
特
定
の
行
為
や
活
動

の
み
を
制
限
す
る
勧
誘
禁
止
特
約
や
秘
密
保
持
特
約
な
ど
に
つ
い
て
は
規
制
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る）11
（

と
こ
ろ
も
あ
る
な
か
で
、
本

法
は
、
様
々
な
類
型
の
特
約
に
固
有
の
規
制
を
及
ぼ
し
て
い
る
（
八
条
な
い
し
一
四
条
）。

　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
、
①
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
関
し
、
②
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
し
、
制
限
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
条
件
を
付
す
る
内
容
の
、
③
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
契
約
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
③
に
関
連
し
、
引
抜
禁
止
特
約
（no-poach�agreem

ent

）
は
、
二
者
の
使
用
者
が
相
互
の
労
働
者
を
雇
用
し
な
い
こ
と
を
合

意
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
二
条
⑺
号
に
い
う
引
抜
禁
止
特
約
（no-recruit�agreem

ent

）
と
は
異
な
り
、
本
法
が
規
制
す
る
使

用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
特
約
に
当
た
ら
ず
、
規
制
対
象
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
特
約
は
、
連
邦
や
州
の
反
ト
ラ
ス
ト

法
に
抵
触
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

競
業
禁
止
特
約
（
二
条
⑸
号
）
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
な
か
で
も
労
働
者
に
と
っ
て
最
も
制
限
的
な
特
約
類
型
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
法
に
よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
特
約
は
、
広
く
、
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
後
ま
た
は
事
業
譲
渡
が
完
了
し

た
後
に
、
労
働
者
が
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
禁
止
す
る
特
約
（
取
引
禁
止
特
約
を
除
く
。）
の
こ
と
を
い
う
（
二
条
⑾
号

お
よ
び
⑸
号
）。
な
お
、
本
法
で
は
、
一
部
の
州
法
の
よ
う
に
競
業
禁
止
特
約
の
定
義
に
「
競
合
す
る
（com

petitive

）」
な
ど
の
競

争
（com

petition

）
概
念
を
含
め
る
（
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
特
約
の
定
義
を
限
定
す
る
）
の
で
は
な
く
、「
現
実
の
競
争
」
を
超
え
な

い
こ
と
を
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
要
件
と
し
て
い
る
（
八
条
⑵
号
）
こ
と
と
の
関
係
で
、
本
法
の
適
用
対
象
と
し
て
は
「
現
実
の
競

争
」
を
超
え
る
特
約
も
包
摂
す
る
趣
旨
で
競
争
概
念
を
定
義
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
し
た
。

　

勧
誘
禁
止
特
約
（
二
条
⑹
号
）
が
、
退
職
労
働
者
が
使
用
者
の
依
頼
者
や
顧
客
に
対
し
て
取
引
を
求
め
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
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で
あ
る
の
に
対
し
、
取
引
禁
止
特
約
（
二
条
⑷
号
）
は
、
退
職
労
働
者
が
勧
誘
し
た
の
か
、
依
頼
者
や
顧
客
の
ほ
う
か
ら
取
引
を
求

め
た
の
か
に
関
係
な
く
、
そ
の
取
引
を
す
る
こ
と
自
体
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
競
業
に
対
す
る
制
限
と
し
て
は
、
取

引
禁
止
特
約
の
ほ
う
が
強
度
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
法
に
よ
る
規
制
も
両
者
を
区
別
し
て
い
る
（
一
〇
条
、
一
一
条
）。
引
抜
禁
止

特
約
（
二
条
⑺
号
）
は
、
使
用
者
の
顧
客
で
は
な
く
、
同
僚
労
働
者
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
勧
誘
禁
止
特
約
や
取
引
禁
止
特
約
に

類
似
す
る
。
た
だ
、
そ
の
二
つ
の
類
型
の
よ
う
な
区
別
は
な
い
（
一
二
条
）。
ま
た
、
本
法
が
「
勧
誘
す
る
（solicit

）」
や
「
引
き
抜

く
（recruit

）」
の
概
念
を
定
義
し
て
い
な
い
理
由
は
、
例
え
ば
転
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
挨
拶
を
し
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
報
告
し
た
り
し
た
な
ど
、
勧
誘
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
事
実
関
係
を
め
ぐ
る
微
妙
な
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
定
法
で
定
義
す
る
こ
と
に
は
な
じ
ま
ず
、
裁
判
所
で
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

　

秘
密
保
持
特
約
（
二
条
⑴
号
）
は
、「
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
後
…
…
に
、
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
…
…
に
条
件
を
付

す
る
」
特
約
と
し
て
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
一
類
型
を
な
し
て
い
る
。
和
解
な
ど
の
条
件
と
し
て
締
結
さ
れ
た
特
約
が

本
法
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
（
同
号
🄑
）
理
由
は
、
そ
の
よ
う
な
特
約
は
、
あ
く
ま
で
紛
争
の
解
決
を
目
指
す
と
い
う
別
の
政
策
目

標
が
作
用
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
（
二
条
⑻
号
）
と
し
て
は
、
退
職
労
働
者
が
、
顧
客
で
あ
っ
た
者
と
取
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
者

が
失
っ
た
収
入
を
使
用
者
に
対
し
て
支
払
う
特
約
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
雇
用
終
了
前
に
発
生
し
た
報
酬
を
労
働
者
が
失

権
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
特
約
は
、
本
法
の
対
象
で
は
な
い
（
三
条
⒡
項
）。

　

訓
練
費
用
返
還
特
約
（
二
条
⒅
号
）
は
、
労
働
者
が
退
職
し
た
場
合
に
訓
練
費
用
を
返
還
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
特
約
で
あ
る
。

例
と
し
て
、
労
働
者
が
学
位
を
取
得
す
る
た
め
の
授
業
料
を
使
用
者
が
支
払
う
が
、
退
職
し
て
競
合
他
社
に
転
職
し
た
場
合
に
、
そ

の
費
用
を
返
還
す
る
特
約
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
が
退
職
す
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
返
還
を
要
求
す
る
特
約
は
、
雇
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用
関
係
終
了
後
の
労
働
を
禁
止
も
し
く
は
制
限
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
条
件
を
設
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
本
法
の
対
象

と
な
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
は
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
退
職
し
な
い
こ
と
を
返
還
の
条
件
と
す
る
特
約
は
、
訓

練
費
用
の
返
還
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
形
で
、「
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
…
…
に
条
件
を
付
す
る
」（
二
条
⑾
号
）
も
の
で

あ
る
た
め
、
本
法
の
規
制
対
象
で
あ
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
当
た
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
返
還
義
務
は
、
労
働
者
が
退

職
後
に
仕
事
を
し
な
く
て
も
、
退
職
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
発
生
す
る
が
、
労
働
者
が
使
用
者
以
外
の
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
を
抑
止
す

る
効
果
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
条
件
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
⒂
号
に
い
う
特
別
訓
練
は
、

労
働
者
が
退
職
し
た
場
合
の
返
還
義
務
が
生
じ
得
な
い
一
般
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
区
別
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
る
（
一
四
条
参
照
）。
こ
の

特
別
訓
練
の
要
件
の
う
ち
、
❶
「
使
用
者
以
外
の
も
の
か
ら
受
け
る
」
訓
練
で
あ
る
こ
と
（
二
条
⒂
号
柱
書
）、
お
よ
び
❷
「
他
の
労

働
者
が
通
常
受
け
る
も
の
で
な
」
く
、
選
抜
さ
れ
た
労
働
者
の
み
が
受
け
る
訓
練
で
あ
る
こ
と
（
同
号
🄑
）、
の
二
点
は
、
い
ず
れ

か
の
類
型
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
す
る
に
値
す
る
水
準
に
達
し
な
い
一
般
的
訓
練
と
区
別
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
❸
「
労
働
者
の
業
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
」
の
訓
練
で
あ
る
こ
と
（
同
号
🄐
）
と
い
う
要
件
は
、
特
別
訓
練

の
費
用
の
返
還
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
当
該
訓
練
が
他
の
使
用
者
と
の
関
係
で
も
通
用
す
る
付
加
価
値
を
労
働
者
に
与
え
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
❹
「
使
用
者
の
多
額
か
つ
特
定
可
能
な
支
出
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」（
同
号

🄒
）
と
い
う
要
件
に
よ
り
、
漠
然
と
し
た
（vague

）
訓
練
が
特
別
訓
練
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
の

例
と
し
て
大
学
や
外
部
の
研
修
所
に
お
け
る
授
業
料
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

二
条
各
号
お
よ
び
八
条
な
い
し
一
四
条
が
列
挙
す
る
類
型
に
当
た
ら
な
い
特
約
で
あ
っ
て
も
、
二
条
⑾
号
の
定
義
に
該
当
す
れ
ば
、

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
該
当
し
、
本
法
の
規
制
が
及
び
う
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
⒜
被
用
者
は
、
使
用
者
の
許
可

な
く
退
職
し
た
場
合
、
使
用
者
に
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
う
特
約
、
⒝
被
用
者
は
、
次
の
仕
事
で
使
用
す
る
情
報
が
使
用
者
の
下
で

働
い
て
い
た
時
に
使
用
ま
た
は
取
得
さ
れ
た
場
合
、
使
用
者
に
報
告
す
る
（
ま
た
は
違
約
金
を
支
払
う
）
特
約
、
⒞
被
用
者
は
、
使
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用
者
の
許
可
な
く
退
職
し
た
場
合
、
雇
用
地
か
ら
少
な
く
と
も
二
〇
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
場
所
に
定
住
地
を
移
転
す
る
（
ま
た
は
違
約

金
を
支
払
う
）
特
約
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

定
め
ら
れ
た
報
酬
率
（
二
条
⒃
号
）
は
、
五
条
⑴
号
の
下
で
、
特
約
締
結
時
点
に
お
け
る
当
該
特
約
の
有
効
性
に
関
す
る
当
事
者

の
予
測
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
に
よ
り
、
当
事
者
は
、
労
働
者
が
働
き
始
め
る
前
に
、
労
働
者
の

報
酬
が
そ
の
州
の
平
均
年
間
賃
金
の
基
準
を
充
足
す
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
年
間
報
酬
の
金
額
は
確
定

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
純
売
上
高
の
二
〇
％
の
歩
合
給
で
支
払
わ
れ
る
場
合
、
年
間
報
酬
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

五
条
⑴
号
に
基
づ
き
、
競
業
避
止
特
約
は
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
他
方
、
歩
合
給
に
充
当
さ
れ
る
最
低
報
酬
が
保
障
さ
れ
て
い

る
場
合
、
そ
の
労
働
者
の
年
間
報
酬
は
確
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

2
　
適
用
範
囲
（
三
条
）

　

三
条
は
、
目
的
を
異
に
す
る
他
の
法
令
と
の
関
係
や
、
既
存
の
コ
モ
ン
ロ
ー
と
の
関
係
な
ど
、
本
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。

三
条
（
適
用
範
囲
）

⒜　

こ
の
［
法
律
］
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
。
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
、
ほ
か
の
契
約
の
一
部
で
あ

る
場
合
、
こ
の
［
法
律
］
は
、
当
該
契
約
の
ほ
か
の
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

⒝　

こ
の
［
法
律
］
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
範
囲
に
お
い
て
の
み
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
優
先
す
る
が
、
こ
の
［
法

律
］
と
整
合
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
原
則
（principles�of�law

）
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
（equity

）
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

⒞　

こ
の
［
法
律
］
は
、［
こ
の
法
律
と
矛
盾
し
な
い
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
州
の
ほ
か
の
制
定
法
や
規
則
を
引
用
］

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
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⒟　

こ
の
［
法
律
］
は
、
特
許
権
、
著
作
権
、
営
業
秘
密
そ
の
他
の
類
似
の
権
利
の
移
転
、
完
成
、
実
現
の
み
を
行
う
契
約
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
。

⒠　

こ
の
［
法
律
］
は
、
も
っ
ぱ
ら
事
業
体
に
対
す
る
既
存
の
所
有
持
分
の
結
果
と
し
て
発
生
す
る
競
業
避
止
義
務
（noncom

petition�
obligation

）
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

⒡　

こ
の
［
法
律
］
は
、
労
働
者
が
、
雇
用
関
係
が
終
了
す
る
前
に
発
生
し
た
権
利
で
あ
る
休
暇
（vacation

）
や
退
職
給
付
を
含
め
、
報

酬
を
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
後
に
失
権
す
る
（forfeit

）
こ
と
を
求
め
る
契
約
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

　

三
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）11
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

三
条
⒜
項
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
、
雇
用
契
約
か
ら
独
立
し
た
契
約
と
し
て
締
結
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
雇

用
契
約
自
体
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
を
も
想
定
し
、
本
法
の
規
制
が
雇
用
契
約
の
他
の
部
分
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
規
定

し
て
い
る）11
（

。

　

三
条
⒝
項
の
前
段
に
関
し
、
本
法
に
は
、「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
」
コ
モ
ン
ロ
ー
の
法
理
に
つ
き
、
①

こ
れ
に
明
白
な
変
更
を
加
え
る
規
定
と
、
②
こ
れ
を
基
礎
に
、
成
文
化
し
、
明
確
化
す
る
規
定
が
あ
る
。
ま
ず
、
①
の
規
定
の
例
と

し
て
、
低
賃
金
労
働
者
と
の
間
の
競
業
避
止
特
約
を
禁
止
す
る
五
条
⑴
号
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
低
賃
金
労
働
者
と
の
間
の
競
業
避

止
特
約
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
も
、
実
際
上
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
に
欠
け
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
が
当
然
に
は
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
明
確
性
の
欠
如
が
労
働
者
の
流
動
性
に
対
す
る
萎
縮
効
果
を
生
ん
で
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
の
よ
う
に
コ
モ
ン
ロ
ー
に
変
更
を
加
え
る
規
定
は
、
三
条

⒝
項
前
段
に
よ
り
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
優
先
す
る
。
次
に
、
②
の
規
定
の
例
と
し
て
、
競
業
禁
止
の
内
容
が
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
る

（narrow
ly�tailored

）
こ
と
を
競
業
禁
止
特
約
の
要
件
と
す
る
八
条
⑵
号
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
法
は
、
同
条
に
よ
る
成
文
化
・

明
確
化
に
あ
た
り
、
要
件
と
さ
れ
る
限
定
の
内
容
を
、
多
く
の
州
に
あ
る
よ
う
な
「
合
理
的
な
（reasonable

）」
で
は
な
く
、「
厳
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格
な
（narrow

）」
と
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
三
条
⒝
項
前
段
に
よ
り
、
競
業
禁
止
の
範
囲
が
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
要

件
充
足
性
の
判
断
に
関
す
る
本
法
施
行
前
の
判
例
は
、
施
行
後
に
は
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
な
る
が
、
本
法
と
一
致
す
る
範

囲
で
、
本
法
の
要
件
充
足
性
の
解
釈
に
当
た
っ
て
裁
判
所
に
対
し
て
説
得
力
は
も
ち
う
る
こ
と
は
、
同
項
も
否
定
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
三
条
⒝
項
の
後
段
は
、
本
法
が
一
般
的
な
契
約
法
や
不
法
行
為
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
詐
欺
（fraud

）、
強
迫
（duress

）、
非
良
心
性
（unconscionability

）
と
い
っ
た
一
般
的
な
契
約
訴
訟
に
適
用

さ
れ
る
抗
弁
は
、
こ
の
法
律
の
影
響
を
受
け
な
い
。
さ
ら
に
、
一
七
条
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
契
約
上
の
準
拠
法
選
択
条
項
ま

た
は
裁
判
地
選
択
条
項
も
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
適
用
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
本
法
は
、
準
拠
法
選
択
や
裁

判
地
選
択
に
関
す
る
州
の
基
本
的
な
法
理
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
（
一
七
条
の
注
釈
も
参
照
（
後
記
㈤
））。

　

三
条
⒞
項
で
は
、
各
州
に
お
い
て
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
制
定
法
や
規
則
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
本
法
の
成

立
後
に
も
効
力
が
あ
る
の
か
を
宣
言
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
全
て
の
州
に
あ
る
弁
護
士
の
競
業
禁
止
特
約
を
禁

止
す
る
倫
理
規
則
や
、
多
く
の
州
に
あ
る
医
師
や
放
送
事
業
者
の
労
働
者
な
ど
特
定
の
職
種
の
競
業
禁
止
特
約
を
規
制
す
る
制
定
法

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
法
と
両
立
し
う
る
た
め
、
各
州
は
、
特
に
弁
護
士
の
倫
理
規
則
を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
他
の
特
定
の
職
種
に
関
す
る
制
定
法
に
つ
い
て
は
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
三
条
の
立
法
上
の
注
記

（Legislative�N
ote

）
11
（

）
に
お
い
て
、
州
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
対
し
て
規
制
を
上
乗
せ
す
る
制
定
法
や
規
則
を
引
用

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
同
条
⒞
項
の
「［
こ
の
法
律
と
矛
盾
し
な
い
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
州
の
ほ
か
の
制

定
法
や
規
則
を
引
用
］」
の
部
分
）。
ま
た
、
既
存
の
制
定
法
に
よ
る
規
制
が
本
法
の
規
制
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
は

両
立
し
え
な
い
た
め
、
既
存
の
制
定
法
の
改
正
や
廃
止
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
（
二
二
条
）。

　

知
的
財
産
権
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
、
雇
用
期
間
中
お
よ
び
そ
の
後
の
一
定
期
間
に
行
わ
れ
た
全
て
の
発
明
に
関
す
る
権
利
を
使

用
者
に
譲
渡
す
る
ホ
ー
ル
ド
オ
ー
バ
ー
（holdover

）
契
約
な
ど
は
、
労
働
者
が
そ
の
発
明
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
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点
で
、「
使
用
者
以
外
の
た
め
に
働
く
こ
と
…
…
に
条
件
を
付
す
る
」
特
約
で
あ
る
（
二
条
⑾
号
）
が
、
三
条
⒟
項
は
、
そ
の
よ
う

な
特
約
を
本
法
の
規
制
対
象
に
し
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
特
許
法
、
著
作
権
法
そ
の
他
の
関
連
法
は
、
州
よ
り
も
連
邦
が
主
体

で
あ
り
、
複
雑
で
あ
る
上
、
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
本
法
の
目
的
と
は
異
な
る
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
法
の
目
的

は
、
使
用
者
の
正
当
な
事
業
上
の
利
益
を
保
護
し
な
が
ら
労
働
者
に
よ
る
競
争
を
も
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
ホ
ー
ル
ド

オ
ー
バ
ー
契
約
の
主
な
機
能
は
、
特
許
権
や
著
作
権
、
ラ
イ
セ
ン
ス
権
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
特
定
の
営

業
秘
密
を
侵
害
し
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
契
約
は
、「
営
業
秘
密
…
…
の
…
…
実
現
の
み
を
行
う
契
約
」（
三
条
⒟
項
）
で
あ
る
（
営

業
秘
密
の
実
現
と
は
、
侵
害
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。）
た
め
、
本
法
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
営
業
秘
密
よ
り
も
広
く
秘
密
情

報
（confidential�inform

ation
）
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
定
義
に
該
当
す

る
場
合
は
、
営
業
秘
密
の
実
現
の
み
の
規
律
を
超
え
る
た
め
、
本
法
の
対
象
と
な
る
。

　

三
条
⒠
項
は
、
二
条
⒇
号
に
よ
る
労
働
者
の
定
義
を
受
け
、
組
合
員
た
る
組
合
員
と
労
働
者
と
し
て
労
務
を
提
供
す
る
組
合
員
と

の
間
の
区
別
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
法
は
、
組
合
員
そ
の
他
の
投
資
家
の
事
業
体
に
対
す
る
支
配
権
の
み
か
ら
生
じ
る
競
業
避

止
義
務
に
は
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
関
係
に
あ
る
間
ま
た
は
組
合
関
係
終
了
後
の
組
合
員
間
の
管
理

権
の
配
分
を
定
め
た
組
合
契
約
は
、
本
法
の
対
象
外
と
な
る
が
、
労
務
を
提
供
し
た
組
合
員
が
雇
用
関
係
終
了
後
に
他
の
場
所
で
働

く
こ
と
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
契
約
は
、
本
法
の
対
象
と
な
る
。

　

三
条
⒡
項
は
、
競
業
に
対
す
る
支
払
特
約
の
定
義
（
二
条
⑻
号
）
お
よ
び
規
制
（
一
三
条
）
と
関
連
す
る
規
定
で
あ
る
。
雇
用
関

係
終
了
後
に
得
た
報
酬
の
支
払
い
（pay

）、
返
還
（reim

burse
）
ま
た
は
吐
出
し
（disgorge

）
に
労
働
者
が
同
意
し
た
特
約
は
、

勧
誘
禁
止
特
約
や
競
業
禁
止
特
約
に
相
当
す
る
機
能
を
も
ち
う
る
た
め
、
本
法
の
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
退
職
労

働
者
が
依
頼
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
の
支
払
い
額
の
二
倍
を
支
払
う
と
い
う
特
約
は
、
当
該
労
働
者
が
そ
の
依
頼
者
を
勧
誘
す
る
こ
と

を
抑
止
す
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
賃
金
、
休
暇
、
退
職
金
な
ど
、
前
使
用
者
の
下
で
働
い
て
い
る
間
に
労
働
者
に
発
生
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し
た
給
付
を
失
権
す
る
特
約
は
、
本
法
の
規
制
対
象
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
特
約
に
対
す
る
規
制
は
、
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
異
な
る

た
め
、
州
の
賃
金
お
よ
び
労
働
時
間
に
関
す
る
法
律
、
エ
リ
サ
法
（
被
用
者
退
職
所
得
給
付
保
障
法
。ERISA

：Em
ployee�

Retirem
ent�Incom

e�Security�A
ct

）
11
（

）、
競
業
禁
止
特
約
に
関
す
る
職
業
倫
理
規
則
な
ど
、
他
の
適
用
可
能
な
法
に
委
ね
ら
れ
る
。

㈢
　
特
約
の
要
件

　

本
法
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
制
限
す
る
た
め
に
様
々
な
要
件
を
定
め
て
い
る
。
ま
ず
、
通
知
要
件
を
は

じ
め
と
す
る
手
続
的
要
件
な
ど
を
定
め
て
い
る
（
四
条
）。
次
に
、
実
体
的
要
件
と
し
て
、
低
賃
金
労
働
者
に
よ
る
競
業
避
止
特
約

を
広
く
防
止
す
る
た
め
に
報
酬
要
件
を
定
め
て
い
る
（
五
条
）。
ま
た
、
退
職
理
由
お
よ
び
解
雇
理
由
に
関
す
る
規
制
も
置
か
れ
て

い
る
（
六
条
）。
そ
し
て
、
合
理
性
要
件
に
よ
る
規
制
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
も
制
定
法
に
お
い

て
も
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
判
断
の
た
め
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
（
七
条
）。
以
上
の
規
制
は
、
本
法
に
お
け
る
雇
用
に
お

け
る
競
業
避
止
特
約
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
特
約
に
共
通
し
て
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
八
条
な
い
し
一
四
条
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
約
類
型
に
応
じ
た
要
件
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
型
に
該
当
す
る
特
約
は
、
四
条
な
い
し
七
条
ま
で
の
要

件
に
加
え
て
、
そ
の
特
約
類
型
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
競
業
禁
止
特
約
（
二

条
⑸
号
）
で
あ
れ
ば
、
四
条
な
い
し
七
条
、
お
よ
び
八
条
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
を
充
足
し
な
い
特
約
は
、「
禁
止
さ
れ
（prohibited
）、
無
効
（unenforceable

）」
と
な
る
。
本
法
の
注
釈
に
よ

れ
ば
、
本
法
に
お
い
て
、「
無
効
」
と
は
、
影
響
を
受
け
る
労
働
者
は
、
当
該
特
約
を
無
視
す
る
（ignore

）
こ
と
が
で
き
、
違
反
を

理
由
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
法
が
、
各
要
件
を
充
足
し
な
い
不
適
切
な
特
約
を
無
効
に
す
る
だ
け

で
な
く
、「
禁
止
」
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
理
由
は
、
特
約
が
不
適
切
で
あ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
使
用
者
、
労
働

者
そ
の
他
の
本
法
の
読
者
に
対
し
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、
た
と
え
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
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れ
に
内
在
し
て
い
る
萎
縮
効
果
を
除
去
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
競
業
避
止
特
約
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
さ
え
も
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
で
特
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
例

が
、
労
働
者
の
二
〇
％
近
く
あ
っ
て
、
少
な
く
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、
要
件
を
充
足
し
な
い
特
約
に
は
、
一
六
条
⒠
項

に
基
づ
く
制
裁
金
（penalties

）
が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
る）11
（

。

　

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
よ
る
本
法
の
規
制
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

1
　
全
特
約
類
型
に
共
通
す
る
要
件
（
四
条
～
七
条
）

⑴
　
通
知
要
件
に
よ
る
規
制

　

四
条
か
ら
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
本
法
に
基
づ
く
有
効
要
件
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
条
は
、「
通
知
要
件

（N
otice�Requirem

ents

）」
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

四
条
（
通
知
要
件
）

⒜　

⒠
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⑴　

使
用
者
が
、
次
の
各
号
の
者
に
対
し
て
各
号
所
定
の
日
ま
で
に
、
記
録
に
お
い
て
特
約
申
込
み
の
写
し
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

🄐　

⒝
項
に
従
い
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
（prospective�w

orker

）
に
対
し
、
雇
用
を
受
諾
す
る
日
ま
た
は
雇

用
を
開
始
す
る
日
の
い
ず
れ
か
の
早
い
日
の
少
な
く
と
も
一
四
日
前
ま
で

🄑　

報
酬
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
る
労
働
者
で
あ
る
者
（current�w

orker

）
に
対
し
、
報
酬
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
る
日
ま
た
は

そ
の
職
務
も
し
く
は
職
責
の
変
更
を
受
諾
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
の
少
な
く
と
も
一
四
日
前
ま
で

🄒　

既
に
権
利
を
有
し
て
い
る
価
値
の
あ
る
も
の
に
加
え
て
約
因
（consideration

）
を
与
え
ら
れ
、
雇
用
が
終
了
す
る
労
働

者
（departing�w

orker

）
に
対
し
、
特
約
へ
の
署
名
が
求
め
ら
れ
る
日
の
少
な
く
と
も
一
四
日
前
ま
で
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⑵　

使
用
者
が
、
⑴
号
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
特
約
申
込
み
の
写
し
と
と
も
に
、
⒟
項
に
基
づ
き
、［
州
労
働
省
］
が
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
労
働
者
が
希
望
す
る
言
語
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
言
語
で
、
記
録
に
お
い
て
個
別
の
通
知
（separate�

notice

）
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

⑶　

特
約
申
込
み
お
よ
び
署
名
さ
れ
た
特
約
が
、
当
該
特
約
の
雇
用
関
係
終
了
後
に
禁
止
し
、
制
限
し
、
ま
た
は
条
件
を
付
す
る
情

報
、
労
働
活
動
（w

ork�activity

）
の
種
類
ま
た
は
競
業
の
範
囲
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
こ
と

⑷　

当
該
特
約
が
記
録
に
お
い
て
労
働
者
と
使
用
者
と
に
よ
り
独
立
し
て
（separately

）
署
名
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
が
署
名
さ

れ
た
特
約
の
写
し
を
労
働
者
に
速
や
か
に
提
供
し
て
い
る
こ
と

⑸　

⒞
項
に
従
い
、
労
働
者
が
記
録
に
お
い
て
当
該
特
約
の
追
加
の
写
し
を
請
求
し
て
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
使
用
者
が
労
働
者
に

対
し
て
追
加
の
写
し
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
使
用
者
が
そ
の
請
求
か
ら
一
四
日
以
内
に
写
し
を
提
供
で
き
な
く
て

も
合
理
的
か
つ
誠
実
で
あ
り
、
か
つ
、
労
働
者
が
そ
の
遅
延
に
よ
っ
て
不
利
益
が
生
じ
な
い
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⒝　

労
働
者
は
、
雇
用
を
開
始
す
る
前
に
署
名
さ
れ
た
特
約
を
受
け
取
る
場
合
、
⒜
項
⑴
号
🄐
に
基
づ
く
一
四
日
前
要
件
を
免
除
す
る

（w
aive

）
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
が
こ
の
要
件
を
免
除
し
た
場
合
、
労
働
者
は
、
特
約
を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
雇

用
契
約
全
体
を
取
り
消
す
（rescind

）
こ
と
が
で
き
る
。

⒞　

使
用
者
は
、
暦
年
中
に
特
約
の
追
加
の
写
し
を
複
数
回
、
⒜
項
⑸
号
に
基
づ
き
、
提
供
す
る
必
要
は
な
い
。

⒟　
［
州
労
働
省
］
は
、
使
用
者
が
、
⒜
項
⑵
号
に
基
づ
き
、
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
知
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
通
知
は
、

⒜
項
お
よ
び
第
五
条
な
い
し
第
一
四
条
の
要
件
を
含
む
こ
の
［
法
律
］
に
よ
る
要
件
を
、
平
均
的
な
読
み
手
が
理
解
で
き
る
文
言
で
労

働
者
に
通
知
し
、
禁
止
さ
れ
る
特
約
を
締
結
し
た
使
用
者
に
対
す
る
制
裁
金
（penalties

）
を
こ
の
［
法
律
］
が
定
め
て
い
る
こ
と
を

記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
州
労
働
省
］
は
、
公
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
で
、
使
用
者
が

通
知
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
州
労
働
省
］
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑴　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
種
類
ご
と
に
個
別
の
通
知
を
作
成
す
る
こ
と

⑵　

州
の
労
働
力
の
相
当
の
部
分
で
使
用
さ
れ
る
英
語
以
外
の
言
語
に
こ
の
通
知
を
翻
訳
す
る
こ
と
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⒠　

本
条
は
、
労
働
者
が
実
質
的
な
所
有
者
で
あ
り
、
譲
渡
に
同
意
し
て
い
る
事
業
の
譲
渡
に
関
連
す
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。

ⅰ
　
本
法
に
お
け
る
位
置
づ
け

　

四
条
に
よ
る
規
制
の
具
体
的
な
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
同
条
は
、
通
知
期
間
お
よ
び
約
因
の
内
容
（
⒜
項
⑴
号
、
⒝
項
。

後
記
ⅱ
）、
通
知
す
べ
き
内
容
（
⒜
項
⑵
号
・
⑶
号
、
⒟
項
。
後
記
ⅲ
）、
特
約
の
要
式
性
（
⒜
項
⑷
号
。
後
記
ⅳ
）、
特
約
の
写
し
の
交

付
に
関
す
る
労
働
者
の
請
求
権
（
⒜
項
⑸
号
、
⒞
項
。
後
記
ⅴ
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
は
、「
通
知
要
件
」
に
関
す

る
規
定
と
し
て
競
業
避
止
特
約
の
手
続
的
要
件
に
つ
い
て
の
定
め
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
が
契
約
と
し
て
の
拘
束
力

を
も
つ
た
め
に
必
要
な
約
因
（
⒜
項
⑴
号
🄑
・
🄒
）
や
特
約
の
要
式
性
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
る
点
で
、
必
ず
し
も
純
然
た
る
手
続

規
定
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。

　

同
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）11
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
、
こ
の
通
知

要
件
に
よ
る
手
続
的
規
制
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
競
業
避
止
特
約
の
制
限
を
超
え
る
規
制
で
あ
る
と
と
も
に
、
五
条
以
下
の
実
体

的
要
件
を
充
足
す
る
特
約
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
手
続
の
不
履
践
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
な
も
の
と
な
る
（
四
条
⒜
項
柱
書
）

た
め
、
本
法
に
お
い
て
最
も
重
要
な
規
定
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ⅱ
　
特
約
締
結
時
期
と
通
知
期
間
お
よ
び
約
因
の
内
容

　

本
法
に
お
い
て
通
知
要
件
を
定
め
る
こ
と
の
必
要
性
は
、
近
年
の
実
証
研
究
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
前
通
知
を

受
け
た
労
働
者
は
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
て
い
な
い
労
働
者
と
比
べ
て
よ
り
高
額
な
賃
金
と
よ
り
多
く
の
訓
練
を
受
け
る
傾
向

に
あ
る
が
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た
労
働
者
は
見
返
り
の
利
益
が
得
ら
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
者
が
、
自
身
の
知
ら

な
い
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
働
き
始
め
て
か
ら
競
業
避
止
特
約
を
知
っ
た
労
働
者
に
は

選
択
肢
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
（
退
職
は
、
雇
用
申
込
み
を
断
る
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
費
用
が
か
か
る
し
、
報
酬
そ
の
他
の
条
項
を
再
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交
渉
す
る
こ
と
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。）
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
知
は
労
働
市
場
が
う
ま

く
機
能
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
雇
用
関
係
に
入
っ
て
労
働
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
（
四
条
⒜
項
⑴
号
🄐
）
に
つ
い
て
は
、
通
知
要
件
を
機
能
さ

せ
る
た
め
に
、
通
知
期
間
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
が
重
要
に
な
る
。
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
通
知
を
要
件
と
す
る
州
法
に
は
、

そ
の
通
知
期
間
（
お
よ
び
検
討
期
間
）
に
関
し
、
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
労
働
を
開
始
す
る
か
、
被
用
者
が
雇
用
申
込

み
を
受
諾
す
る
時
点
ま
で
に
、
競
業
避
止
特
約
の
条
件
を
開
示
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
（
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

州
法）

11
（

、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
法）

1（
（

）、
雇
用
申
込
み
の
時
点
ま
で
に
、
使
用
者
が
競
業
避
止
特
約
を
要
求
す
る
こ
と
を
開
示
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
に
労
働
者
が
実
際
の
特
約
を
検
討
す
る
た
め
の
三
日
間
の
検
討
期
間
を
設
け
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
（
メ
イ
ン
州
法）

11
（

）、
正
式

な
雇
用
申
込
み
か
、
労
働
開
始
の
一
〇
日
前
か
、
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
特
約
の
写
し
を
被
用
者
に
開
示
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法）

11
（

）
な
ど
が
あ
る
。
本
法
の
四
条
⒜
項
⑴
号
🄐
は
、
雇
用
を
受
諾
す
る
日
ま
た
は
雇
用
を
開
始
す
る
日

の
い
ず
れ
か
の
早
い
日
の
少
な
く
と
も
一
四
日
前
ま
で
に
、
労
働
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
者
に
対
し
て
特
約
申
込
み
の
写
し
を
提

供
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
通
知
期
間
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、「
正
式
な
雇
用
申
込
み
（form

al�offer�of�em
ploym

ent

）」
を

基
準
時
に
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
雇
用
申
込
み
が
正
式
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
不
明
確
な
場
合
も
あ
り
、
正
式
な
雇
用
申
込
み

の
前
に
労
働
者
が
そ
の
雇
用
を
受
諾
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
で
あ
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が

必
要
と
な
る
か
ど
う
か
を
理
解
し
、
交
渉
の
余
地
の
あ
る
重
要
な
機
会
は
、
雇
用
を
受
諾
す
る
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

四
条
⒜
項
⑴
号
🄑
は
、
既
に
雇
用
関
係
に
入
っ
て
い
る
在
職
中
の
労
働
者
と
の
間
で
競
業
避
止
特
約
を
締
結
す
る
場
合
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
と
の
間
で
競
業
避
止
特
約
を
締
結
す
る
場
面
と
し
て
は
、
そ
の
労
働
者
が
昇
進
な
ど
の
結
果
と

し
て
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
得
る
に
至
っ
た
た
め
に
競
業
避
止
特
約
の
締
結
が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
と
、
そ
の

労
働
者
が
当
初
よ
り
そ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
競
業
避
止
特
約
を
雇
用
開
始
時
に
締
結
し
な
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か
っ
た
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
が
適
切
な
約
因
を
伴
う
新
た
な
特
約
に
つ
い
て
交
渉
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
十
分
な
通
知
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
同
号
の
政
策
目
標
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

在
職
中
の
労
働
者
と
の
関
係
で
は
、
通
知
期
間
の
長
さ
よ
り
も
適
切
な
約
因
と
は
何
か
が
特
に
問
題
と
な
る
。
一
部
の
州
の
コ
モ

ン
ロ
ー
や
制
定
法
で
は
、
使
用
者
が
雇
用
継
続
に
加
え
て
約
因
を
与
え
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
同
じ
職
務
を
続
け
る
在
職
中
の
労
働

者
に
対
し
て
競
業
避
止
特
約
を
新
た
に
締
結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
雇
用
継
続
を
超
え
る
追
加
的
約
因
と
し
て
、
昇
進
、

報
酬
の
増
額
、
福
利
厚
生
の
追
加
、
訓
練
の
追
加
ま
た
は
一
時
金
の
支
払
い
な
ど
様
々
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
州
で
は
、「
十
分
な
（adequate

）
約
因
」（
ア
ラ
バ
マ
州
法）

11
（

）、「
独
立
の
（independent

）
約
因
」（
ワ
シ

ン
ト
ン
州
法）

11
（

）、「
雇
用
継
続
と
は
別
の
公
正
か
つ
合
理
的
な
（fair�and�reasonable

）
約
因
」（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法）

11
（

）
な
ど
の
概

括
的
な
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
採
用
さ
れ
る
伝
統
的
な
ル
ー
ル
は
、
労
働
者
の
雇
用
継
続
を

十
分
な
約
因
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
州
に
は
、
使
用
者
が
単
に
雇
用
継
続
を
約
束
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
実
際
に
相
当
の
期
間
労
働
者
の
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
ま
で
を
要
求
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
イ
リ
ノ
イ
州）

11
（

、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州）

11
（

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州）

11
）（
11
（

）。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
継
続
を
超
え
る
追
加
的
約
因
は
、
上
記
の
通
り
、
州
に
よ
り
そ
の
解
釈
が

異
な
り
、
制
定
法
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
文
言
の
曖
昧
さ
か
ら
、
使
用
者
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
不

明
確
に
な
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
制
定
法
に
お
い
て
「
追
加
的
約
因
」
を
定
義
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
、
ど
の
程
度
の
追
加
的
約
因
が
適
切
で
あ
る
か
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
職
務
の
状
況
に
よ
っ
て
検

討
さ
れ
る
べ
き
事
実
関
係
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
定
義
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
、
使
用
者
が
在
職
中
の
労
働
者
に
報
酬
の
大
幅
な
増
額
を
与
え
る

こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
と
し
た
。
四
条
⒜
項
⑴
号
🄑
に
基
づ
き
、
使
用
者
は
、
在
職
中
の
労
働
者
の
報
酬
が
増
額
さ
れ
る
日
か
、
そ

の
職
務
ま
た
は
職
責
の
変
更
を
受
諾
す
る
日
か
、
い
ず
れ
か
早
い
日
の
一
四
日
前
ま
で
に
、
競
業
避
止
特
約
の
通
知
を
行
わ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
職
務
な
ど
に
大
き
な
変
更
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
報
酬
増
額
の
一
四
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

四
条
⒜
項
⑴
号
🄒
は
、
労
働
者
が
使
用
者
を
退
職
す
る
直
前
に
、
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
交
渉
す
る
状
況
を
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
競
業
避
止
特
約
が
退
職
給
付
の
一
部
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
同
号
は
、
約
因
と
、
労
働
者
が
特
約
へ
の

署
名
を
求
め
ら
れ
る
日
の
一
四
日
前
ま
で
の
通
知
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
目
的
は
、
退
職
す
る
労
働
者
が
特
約
に
署
名
す

る
前
に
選
択
肢
を
熟
慮
す
る
た
め
の
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

四
条
⒝
項
は
、
労
働
者
の
流
動
性
を
高
め
る
た
め
に
、
労
働
者
が
一
四
日
間
の
通
知
要
件
を
免
除
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
公
的
な
緊
急
事
態
（public�em

ergency

）
ま
た
は
労
働
者
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
り
、
労
働
者
が
一
刻
も
早
く
働
き
始
め

た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
な
場
面
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
免
除
に
よ
る
特
約
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
、
本
法
は
、

労
働
者
に
、
雇
用
開
始
後
一
四
日
間
は
、
有
効
な
競
業
避
止
特
約
の
対
象
に
な
る
こ
と
な
く
雇
用
関
係
を
終
了
さ
せ
る
権
利
を
認
め
、

競
業
避
止
特
約
の
条
件
を
検
討
し
、
不
適
切
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
準
試
用
期
間
（quasi-trial�period

）
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
場

合
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
は
顧
客
や
営
業
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
営
業
秘
密
法
な
ど
他
の
法
律
に
よ
っ
て
そ
れ
ら

の
利
益
は
守
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
限
度
で
使
用
者
は
、
同
項
に
基
づ
く
撤
回
期
間
中
も
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
顧
客
や
営
業
秘
密
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
付
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
同
項
は
、
通
知
期
間
の
免
除
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
流
動
性
と
、

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
濫
用
可
能
性
の
抑
止
を
調
和
的
に
促
進
す
る
こ
と
を
図
っ
た
規
定
で
あ
る
。

ⅲ
　
通
知
の
内
容

　

使
用
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
通
知
に
は
、
①
本
法
の
要
件
に
関
す
る
一
般
的
な
通
知
（
同
条
⒜
項
⑵
号
・
⒟
項
）、
お
よ
び
②

個
別
の
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
個
別
に
調
整
さ
れ
た
（bespoke

）
通
知
（
同
条
⒜
項
⑶
号
）
の
二
種
類
で
あ
る
。

　

①　

ま
ず
、
四
条
⒜
項
⑵
号
お
よ
び
⒟
項
に
基
づ
く
本
法
の
要
件
に
関
す
る
一
般
的
な
通
知
は
、
使
用
者
が
申
し
込
ん
で
い
る
個
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別
の
特
約
に
関
す
る
通
知
に
添
付
さ
れ
る
た
め
、
労
働
者
は
、
使
用
者
が
求
め
て
い
る
個
別
の
特
約
の
内
容
と
、
そ
の
特
約
に
関
す

る
本
法
の
要
件
と
の
両
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
同
条
⒟
項
⑴
号
に
基
づ
き
、
州
労
働
省
な
ど
の
州
の
機
関
は
、
競

業
避
止
特
約
の
類
型
ご
と
に
異
な
る
通
知
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
使
用
者
が
競
業
禁
止
特
約
の
み
を
求
め
て
い
る
場

合
、
そ
の
州
の
機
関
が
競
業
禁
止
特
約
に
合
わ
せ
た
通
知
を
定
め
て
い
れ
ば
、
他
の
特
約
類
型
に
関
す
る
本
法
の
要
件
に
つ
い
て
労

働
者
に
通
知
す
る
必
要
は
な
い
。

　

本
法
の
通
知
要
件
は
、
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
十
分
に
交
渉
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
く
、
本
法
に
基
づ
く
要
件
に
関

す
る
情
報
を
労
働
者
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
時
点
で
周
知
さ
せ
る
、
と
い
う
政
策
目
標
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

労
働
に
関
連
す
る
他
の
掲
示
物
が
通
常
閲
覧
で
き
る
場
所
に
競
業
避
止
特
約
法
の
要
約
も
併
せ
て
掲
示
す
る
こ
と
を
使
用
者
に
義
務

づ
け
る
、
と
い
う
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
法）1（
（

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
規
制
で
は
、
こ
の
目
標
が
達
成
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
を
超
え
て
本
法
で

は
通
知
要
件
を
課
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
と
他
の
雇
用
に
関
連
す
る
事
柄
と
の
違

い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
業
避
止
特
約
は
、
他
の
雇
用
関
連
事
項
と
異
な
り
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
署
名
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
に
加
え
、
署
名
を
求
め
ら
れ
た
労
働
者
の
な
か
に
掲
示
を
読
ま
な
い
者
や
、
特
約
締
結
前
に
掲
示
の
存
在
に
気
づ
き
も

し
な
い
者
が
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
法
は
、
競
業
避
止
特
約
を
申
し
込
む
個
々
の
労
働
者
に
対
し
、
本
法
の
要
件
を

的
確
に
要
約
し
た
公
的
書
式
を
同
時
に
交
付
す
る
こ
と
を
使
用
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
労
働
者
に
本
法
の

要
件
を
周
知
す
る
と
い
う
政
策
目
標
を
よ
り
効
果
的
に
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

四
条
⒟
項
は
、
州
の
機
関
が
作
成
す
べ
き
通
知
の
記
載
事
項
お
よ
び
記
載
方
法
を
定
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
項
の
定
め
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
除
け
ば
、
州
の
機
関
は
書
式
の
作
成
に
関
し
て
広
い
裁
量
を
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
裁
量
の

下
、
具
体
的
に
は
、
州
の
機
関
は
、
何
種
類
の
書
式
を
用
意
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
競
業
避
止
特
約
の
類
型
ご
と
に

別
々
の
書
式
を
用
意
し
た
り
、
被
用
者
や
独
立
契
約
者
な
ど
就
労
形
態
ご
と
に
別
々
の
書
式
を
用
意
し
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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書
式
を
よ
り
短
く
、
よ
り
正
確
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
書
式
が
増
え
れ

ば
、
不
必
要
な
繰
り
返
し
や
混
乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
複
数
の
書
式
を
交
付
さ
れ
る
労
働
者
が
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い

う
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
州
の
年
間
平
均
賃
金
の
変
動
や
関
連
す
る
法
令
の
改
正
を
反
映
す
る
た
め
、
書
式
は
、
少
な

く
と
も
年
に
一
回
は
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
法
四
条
の
注
釈
に
は
、
競
業
禁
止
特
約
の
書
式
と
勧
誘
禁
止
特
約
の
書
式
の
サ
ン

プ
ル
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

②　

四
条
⒜
項
⑶
号
は
、
申
し
込
ま
れ
た
競
業
避
止
特
約
の
個
別
に
調
整
さ
れ
た
特
定
性
を
使
用
者
に
要
求
す
る
規
定
で
あ
る
。

同
条
に
よ
り
、
使
用
者
は
、
秘
密
と
み
な
さ
れ
る
情
報
（
例
え
ば
、
営
業
秘
密
と
主
張
さ
れ
る
情
報
）、
制
限
の
対
象
と
な
る
労
働
活

動
の
種
類
（
例
え
ば
、
当
該
労
働
者
が
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て
直
接
に
働
い
た
こ
と
の
あ
る
顧
客
）、
ま
た
は
競
争
の
範
囲
（
例
え
ば
、
特

定
の
期
間
に
つ
い
て
特
定
の
地
理
的
地
域
に
お
け
る
一
般
歯
科
で
な
い
口
腔
外
科）

11
（

）
な
ど
、
当
該
特
約
が
雇
用
関
係
終
了
後
に
禁
止
・
制

限
す
る
内
容
を
明
確
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
号
の
「
明
確
に
規
定
し
て
い
る
」
と
い
う
要
件
は
、
単
に
「『
事
業
情
報
』

が
秘
密
保
持
特
約
の
対
象
に
な
る
」
と
い
う
定
め
や
、「
競
業
禁
止
特
約
の
下
で
労
働
者
は
『
競
業
で
き
な
い
』」
と
い
う
定
め
で
は
、

特
定
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
使
用
者
は
、
労
働
者
が
雇
用
終
了
後
に
直
面
し
う
る
情
報
や
競
業
制
限
の
具
体
的
な
種

類
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
定
性
に
よ
り
、
労
働
者
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
将
来
の
職
業
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
十
分
に
評
価
し
、
情
報
を
十
分
に
提
供
さ
れ
た
上
で
特
約
に
署
名
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

ⅳ
　
特
約
の
要
式
性
お
よ
び
独
立
性

　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
要
式
性
に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
法
域
が
口
頭
で
の
特
約
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、

特
約
が
書
面
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
制
定
法
を
定
め
る
州
も
あ
り
、
州
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
州
際
的
な
不
一
致
は
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の
双
方
に
と
っ
て
予
測
可
能
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
条
⒜
項
⑷
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号
（
特
に
前
段
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
要
式
性
も
手
続
的
要
件
の
一
環
と
し
て
、
通
知
要
件
と
あ
い
ま
っ
て
、
労
働
者
が
自

発
的
に
、
か
つ
知
識
を
も
っ
て
特
約
を
締
結
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
独
立
し
て
署
名
さ
れ
」
の
要
件
は
、
特
約
が
、
雇
用
契
約
か
ら
独
立
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
雇
用
契
約
自
体
に
含
ま

れ
て
い
る
場
合
を
想
定
し
た
規
制
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
と
使
用
者
と
は
、
特
約
を
含
む
雇
用
契
約
自
体
に
署
名

す
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
独
立
し
た
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
条
項

に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
の
に
資
す
る
。

ⅴ
　
特
約
の
写
し
の
交
付
請
求
権

　

長
期
に
わ
た
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
被
用
者
は
、
一
〇
年
前
や
二
〇
年
前
に
署
名
し
た
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
、
交
付

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
結
果
、
転
職
し
よ
う
と
し
て
も
、
雇
用
終
了

後
の
競
業
制
限
の
内
容
や
転
職
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
四
条
⒜
項
⑸
号
本
文
は
、
こ
う
し
た
弊

害
を
回
避
す
る
趣
旨
か
ら
、
特
約
の
写
し
の
提
供
を
求
め
る
請
求
権
を
労
働
者
に
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
号
に
基
づ
く
請
求

の
回
数
は
、
労
働
者
か
ら
の
頻
繁
な
要
求
に
応
じ
る
こ
と
に
よ
る
使
用
者
の
負
担
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
四
条
⒞
項
に
よ
り
、
一

年
間
に
一
回
ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い
る
。
四
条
⒜
項
⑸
号
本
文
の
効
果
と
し
て
、
本
法
二
〇
条
の
注
釈）11
（

か
ら
す
る
と
、
使
用
者
が
同

号
に
従
っ
て
特
約
の
写
し
を
提
供
し
な
い
場
合
、
有
効
だ
っ
た
特
約
も
無
効
と
な
る
と
解
さ
れ
る
（
後
記
㈥
1
も
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
四
条
⒜
項
⑸
号
た
だ
し
書
の
趣
旨
は
、
使
用
者
に
お
い
て
も
同
様
に
特
約
の
写
し
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
起
こ
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
使
用
者
が
特
約
の
写
し
を
提
供
す
る
た
め
一
四
日
を
超
え
る
期
間
を
要
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
誠
意
を
も
っ
て
特
約
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
お
り
、
か
つ
、
労
働
者
に
お
い
て
も
そ
の
遅
延
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
に
一
四
日
を
超
え
る
期
間
を
与
え
て
い
る
。「
遅
延
に
よ
〔
る
〕
不
利
益
」
と
し
て
は
、
労
働
者
が
競
合

他
社
か
ら
の
雇
用
の
申
込
み
が
あ
る
た
め
に
写
し
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
雇
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用
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
期
限
が
一
六
日
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
そ
れ
ま
で
に
特
約
の
写
し
を
提
供
し
な
か
っ
た

と
き
に
、
提
供
の
遅
延
が
労
働
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
同
号
の
効
果
と
し
て
、
当
該
労
働
者
は
、
一
六
日
目

に
、
使
用
者
と
の
間
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
負
担
な
し
に
（
す
な
わ
ち
、
締
結
し
て
い
た
特
約
が
無
効
と
な
り
）、
雇
用
申

込
み
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
号
は
、
使
用
者
に
よ
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
対
象

と
な
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
正
確
な
記
録
の
保
存
と
い
う
目
的
の
実
現
を
促
進
す
る
規
定
で
あ
る
。

⑵
　
低
賃
金
労
働
者
に
関
す
る
規
制

　

五
条
は
、
競
業
避
止
特
約
の
実
体
的
な
要
件
と
し
て
報
酬
要
件
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
低
賃
金
労
働
者
の
締
結
す
る
競
業
避
止
特

約
を
抑
制
し
て
い
る
。

五
条
（
低
賃
金
労
働
者
）

　

秘
密
保
持
特
約
ま
た
は
訓
練
費
用
返
還
特
約
を
除
く
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
、

⑴　

労
働
者
が
特
約
に
署
名
し
た
時
点
で
、
当
該
労
働
者
の
定
め
ら
れ
た
報
酬
率
が
、［
州
労
働
省
］［
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
省
労

働
統
計
局
］
が
決
定
し
た
こ
の
州
の
被
用
者
の
年
間
平
均
賃
金
よ
り
も
低
い
場
合
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。

⑵　

雇
用
関
係
中
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
当
該
労
働
者
の
使
用
者
か
ら
の
報
酬
が
、
年
換
算
で
計
算
し
て
、［
州
労
働
省
］［
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
労
働
省
労
働
統
計
局
］
が
決
定
し
た
こ
の
州
の
被
用
者
の
年
間
平
均
賃
金
よ
り
も
低
い
場
合
、
無
効
と
な
る
。

　

五
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）11
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

同
条
は
、
本
法
の
中
核
を
な
す
部
分
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
低
賃
金
労
働
者
の
締
結
す
る
競
業
避
止
特
約
の
禁
止
が
本
法
の
要

点
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
記
㈠
2
。）。
前
記
㈡
2
の
通
り
、
競
業
避
止
特
約
は
、
低
賃
金
労
働
者
と
の
関
係
で
は
、
萎
縮
効
果
を
生

じ
さ
せ
る
だ
け
で
、
実
際
上
は
使
用
者
の
正
当
な
利
益
に
欠
け
る
こ
と
を
理
由
に
有
効
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
同
条
の
目
的
は
、
競
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業
避
止
特
約
を
締
結
す
る
当
事
者
、
お
よ
び
そ
れ
を
事
後
的
に
審
査
す
る
裁
判
所
が
、
特
約
が
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
か
ど
う
か

を
明
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
同
条
⑵
号
は
、
当
初
の
定
め
ら
れ
た
報
酬
率
は
年
間
平
均
賃
金
を
上
回
っ
て
い

た
（
す
な
わ
ち
同
条
⑴
号
に
は
当
た
ら
な
い
）
も
の
の
、
実
際
の
報
酬
が
年
間
平
均
賃
金
を
下
回
る
に
至
っ
た
場
合
を
対
象
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
年
間
平
均
賃
金
が
時
間
と
と
も
に
上
昇
す
る
一
方
で
、
労
働
者
の
報
酬
が
固
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
場
合
な
ど
に
起

こ
り
う
る
。
換
言
す
れ
ば
、
同
条
⑵
号
は
、
雇
用
関
係
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
報
酬
が
年
間
平
均
賃
金
を
上
回
り
続
け
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
報
酬
率
が
、
特
約
の
受
諾
時
に
は
辛
う
じ
て
年
間
平
均
賃
金
を
上
回
っ
て
い
た
も
の
の
、

そ
れ
が
年
月
の
経
過
と
と
も
に
年
間
平
均
賃
金
の
よ
う
に
は
上
昇
し
な
か
っ
た
場
合
、
競
業
避
止
特
約
は
い
ず
れ
無
効
と
な
り
う
る
。

同
号
の
効
果
と
し
て
、
締
結
時
に
は
そ
の
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
有
効
だ
っ
た
た
め
、「
禁
止
さ
れ
」
る
も
の
で
は
な
い

が
、「
無
効
」
に
は
な
る
。

　

五
条
が
、
低
賃
金
労
働
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
基
準
と
し
て
、
州
の
年
間
平
均
賃
金
を
用
い
る
理
由
は
、
以
下
の

よ
う
な
指
標
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
州
の
平
均
賃
金
は
、
①
自
動
的
に
イ
ン
フ
レ
調
整
さ
れ
る
こ
と
、

②
州
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
省
労
働
統
計
局
が
提
供
す
る
情
報
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と
、
③
州
に
よ
っ
て
異
な
り
、
各
州

固
有
の
経
済
状
態
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
、
④
他
の
統
計
に
対
す
る
任
意
の
（arbitrary

）
倍
数
で
は
な
い
こ
と
（
例
え
ば
、
最
低

賃
金
に
何
ら
か
の
倍
率
を
か
け
た
も
の
で
は
な
い
。）、
⑤
労
働
市
場
の
中
核
的
な
数
値
で
あ
り
、
関
連
性
が
希
薄
な
も
の
で
な
い
こ
と
、

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
州
の
年
間
平
均
賃
金
の
基
準
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
無
効
と
な
る
競
業
避
止
特
約
を
締
結
す
る

労
働
者
と
概
ね
対
応
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
州
の
年
間
平
均
賃
金
を
下
回
る
労
働
者

で
あ
っ
て
、
営
業
秘
密
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
つ
と
い
う
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
顧
客
関
係
に
つ
い
て
も
、
営
業
秘
密
の
よ
う
に
実

証
的
な
デ
ー
タ
が
豊
富
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
様
の
対
応
関
係
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る）11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
基

準
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
伴
う
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
判
断
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
有
効
性
判
断
に
明
確
さ
と
確
実
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さ
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

年
間
平
均
賃
金
の
一
五
〇
％
以
上
と
い
っ
た
倍
率
を
か
け
た
基
準
を
用
い
る
こ
と
も
、
経
済
政
策
上
の
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ

れ
う
る
こ
と
か
ら
、
本
法
は
、
よ
り
高
額
の
基
準
を
選
択
す
る
州
が
あ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る）11
（

。
具
体
的
に
は
、
労
働
市
場
に
お

け
る
競
争
の
促
進
、
新
興
業
界
の
収
益
構
造
の
形
成
、
企
業
横
断
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
い
っ
た
目
標
は
、
非
常
に
高
給

な
労
働
者
の
み
を
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
拘
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

会
社
を
起
業
し
た
り
、
革
新
し
た
り
す
る
よ
う
な
労
働
者
は
、
経
験
豊
富
で
高
額
な
報
酬
を
得
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
流
動
性
が
も
た
ら
す
潜
在
的
な
起
業
家
精
神
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
十
分
に
活
用
す
る
に
は
、
特
に
医
療
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
産
業
の
よ
う
な
特
定
の
職
業
に
お
い
て
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
の
高
い
賃
金
の
基
準
が
必
要
に
な
り
う

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

本
法
が
報
酬
要
件
を
、
前
年
の
全
収
入
な
ど
で
は
な
く
、「
定
め
ら
れ
た
報
酬
率
」（
二
条
⒃
号
、
五
条
⑴
号
）
に
よ
っ
て
判
断
す

る
こ
と
と
し
た
理
由
は
、
労
働
者
と
使
用
者
の
双
方
が
、
報
酬
率
と
予
想
さ
れ
る
労
働
時
間
に
基
づ
き
、
労
働
者
が
得
る
こ
と
と
な

る
明
確
な
金
額
を
知
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
年
間
平
均
賃
金
を
上
回
る
か
ど
う
か
も
容
易
に
判
断
で
き
る
は
ず
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
指
標
も
特
約
を
締
結
す
る
時
点
で
の
明
確
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
（
二

条
⒃
号
の
注
釈
も
参
照
（
前
記
㈡
1
⑵
））。

　

五
条
柱
書
に
よ
り
、
秘
密
保
持
特
約
に
報
酬
要
件
が
な
い
理
由
は
、
情
報
の
秘
密
性
は
ど
の
よ
う
な
労
働
者
と
の
関
係
で
も
主
要

な
要
件
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く）11
（

、
適
切
な
秘
密
保
持
特
約
は
、
労
働
者
の
流
動
性
を
大
き
く
阻
害
す
る
も
の
で
も
な
い
た
め

で
あ
る
。
他
方
で
、
秘
密
保
持
特
約
が
有
効
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
低
賃
金
労
働
者
で
あ
っ
て
も
雇
用
す
る
こ
と
を
躊
躇
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
同
様
に
、
訓
練
費
用
返
還
特
約
に
報
酬
要
件
が
な
い
理
由
は
、
低
賃
金
労
働
者
の
技
能
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
使
用
者
が
特
別
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
が
公
序
に
適
う
た
め
で
あ
る
。
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⑶
　
退
職
理
由
・
解
雇
理
由
に
関
す
る
規
制

　

六
条
は
、
労
働
者
が
退
職
し
た
理
由
や
使
用
者
が
解
雇
し
た
理
由
に
よ
っ
て
は
、
競
業
避
止
特
約
が
無
効
と
な
る
こ
と
を
定
め
て

い
る
。

六
条
（
雇
用
終
了
の
効
果
）

　

秘
密
保
持
特
約
ま
た
は
訓
練
費
用
返
還
特
約
を
除
く
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
無
効
と
な

る
。

⑴　

労
働
者
が
、
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
（attributable

）
正
当
な
理
由
に
よ
り
辞
職
す
る
場
合

⑵　

使
用
者
が
、［
重
大
な
（substantial

）］［
故
意
の
（w

illful

）］［
重
大
な
（gross

）］
義
務
違
反
行
為
（m

isconduct

）
11
（

）、
合

意
さ
れ
た
労
務
の
完
了
ま
た
は
契
約
期
間
以
外
の
理
由
に
よ
り
解
雇
す
る
場
合

ⅰ
　
本
法
六
条
の
趣
旨

　

六
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）11
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

六
条
⑴
号
は
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
対
し
て
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
執
行
す
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
懸
念
を
受
け
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
労
務
が
不

要
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇
（layoff

）
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
そ
の
労
働
者
の
労
務
の
価
値
が
最
も
高
く
な
り
、
最
も
多
く
の

報
酬
も
得
ら
れ
る
同
じ
産
業
の
他
の
場
所
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
の
不
当
性
は
、

労
働
者
が
擬
制
解
雇
さ
れ
た
（constructively�discharged

）
11
（

）
場
合
や
、
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
正
当
な
理
由
に
よ
っ
て
退
職

し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

　

他
方
、
六
条
⑵
号
に
よ
り
除
外
さ
れ
て
い
る
、
期
間
の
満
了
や
契
約
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
労
務
の
完
了
は
、
期
間
の
定
め
の
な

い
契
約
に
つ
い
て
解
雇
さ
れ
る
場
面
と
は
異
な
る
た
め
、
本
法
の
他
の
要
件
を
充
足
す
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
は
有
効
に
な
る
。
ま
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た
、
自
発
的
に
退
職
し
た
労
働
者
や
義
務
違
反
行
為
を
理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
の
関
係
で
、
そ
の
他
の
要
件
を
充
足
す

る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。

　

コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
、
雇
用
終
了
は
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
い
し
決
定
的
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
法
は
、
こ
の
こ
と
を
六
条
で
絶
対
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
明
確
化
し
て
、
正
確
さ
を
強
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
五
条
の
注
釈）1（
（

の
記
載
か
ら
は
、
六
条
柱
書
が
秘
密
保
持
特
約
お
よ
び
訓
練
費
用
返
還
特
約
を
除
外
し
て
い
る
理

由
も
、
五
条
が
こ
れ
ら
を
除
外
し
て
い
る
理
由
と
同
様
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
前
記
⑵
参
照
）。

ⅱ
　
本
法
策
定
以
前
の
状
況

　

本
法
の
策
定
前
に
公
刊
さ
れ
た
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
な
ど
と
の
関
係
で
の
競
業
避
止
特
約
の
有

効
性
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
後
記
2
⑴
ⅱ
で
述
べ
る
通
り
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
は
、
使
用
者
と
退
職
労
働

者
と
の
間
の
競
業
避
止
特
約
が
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
が
、
そ
の
要

件
を
充
足
す
る
と
し
て
も
、「
使
用
者
が
、
当
該
特
約
を
有
効
に
す
る
こ
と
が
不
公
正
（inequitable

）
に
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
当

該
労
働
者
を
解
雇
し
た
場
合
」（
同
条
⒜
号
）、
ま
た
は
「
使
用
者
が
、
当
該
特
約
を
要
求
し
、
ま
た
は
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
不
誠

実
に
行
動
し
た
場
合
」（
同
条
⒝
号
）
に
は
、
そ
の
特
約
は
無
効
と
な
る）11
（

。

　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
の
注
釈
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る）11
（

。
ま
ず
、
正
当
な
理
由
に
よ
っ
て

（for�cause

）
11
（

）
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
の
関
係
で
は
、
合
理
的
な
競
業
避
止
特
約
は
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
解
さ
な
い
と
、
合
理
的
な
競
業
避
止
特
約
に
基
づ
く
競
業
制
限
か
ら
の
解
放
を
望
む
労
働
者
に
対
し
て
、
十
分
な
労
務
提
供

を
行
わ
ず
に
使
用
者
に
自
ら
を
解
雇
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
正
当
な
理
由
な
く
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
や
、
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
辞
職
し
た
（
す
な
わ
ち
、

擬
制
解
雇
さ
れ
た）

11
（

）
労
働
者
と
の
関
係
で
は
、
競
業
避
止
特
約
は
無
効
と
な
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る）11
（

。
同
条
⒜
号
は
こ
の
よ
う
な
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場
合
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
、
能
力
の
高
い
労
働
者
を
解
雇
し
た
上
で
、
解
雇
さ
れ
た
そ
の
労

働
者
が
新
し
い
雇
用
を
得
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
本
法
六
条
⑴
号
の
策
定
趣
旨
と
同
様
だ
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
⒝
号
の
い
う
使
用
者
が
「
不
誠
実
に
行
動
し
た
場
合
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

使
用
者
が
労
働
者
の
解
雇
を
計
画
し
た
後
に
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約
を
締
結
さ
せ
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
競
業
避
止
特

約
を
有
効
と
す
べ
き
で
は
な
い）11
（

。

　

ま
た
、「
使
用
者
が
、
基
本
的
な
（underlying

）
雇
用
契
約
に
重
大
な
違
反
を
し
た
場
合
」
に
も
、
特
約
は
無
効
と
な
る
（
同
条

⒞
号
）。
そ
の
例
と
し
て
は
、
使
用
者
に
数
週
間
分
の
賃
金
不
払
い
と
い
う
重
大
な
雇
用
契
約
の
違
反
が
あ
り
、
こ
れ
を
理
由
に
労

働
者
が
辞
職
し
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）11
（

。

⑷
　
合
理
性
要
件
に
よ
る
規
制

　

七
条
は
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
る
競
業
制
限
の
合
理
性
の
要
件
に
よ
る
規
制
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

七
条
（
合
理
性
要
件
）

　

雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
は
、
そ
れ
が
合
理
的
（reasonable

）
で
な
い
か
ぎ
り
、
禁
止
さ
れ
、
無
効
と
な
る
。

ⅰ
　
本
法
七
条
の
趣
旨

　

七
条
に
関
す
る
本
法
の
注
釈）11
（

か
ら
、
同
条
の
趣
旨
や
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
七
条
に
定
め
ら
れ

た
考
え
方
は
、
本
法
の
中
核
を
な
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
広
く
多
様
な
「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
」
を
規
制
す
る
こ
と

が
本
法
の
要
点
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前
記
㈠
2
。）。
こ
の
合
理
性
要
件
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
法
律
に
お
い

て
長
年
に
わ
た
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
契
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
要
素
と
し
て
合
理
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
ほ
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と
ん
ど
な
い
一
般
の
契
約
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

合
理
性
の
検
討
で
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
一
般
的
に
、
使
用
者
の
利
益
、
労
働
者
の
利
益
、
公
共
の
利
益
の
均
衡
が
と
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
、
合
理
性
の
判
断
枠
組
み
は
、
特
約
が
も
た
ら
す
利
益
が
損
害

を
上
回
る
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
と
な
る
。

ⅱ
　
本
法
七
条
の
位
置
づ
け

　

本
法
の
八
条
な
い
し
一
四
条
は
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
各
類
型
に
関
す
る
具
体
的
な
要
件
を
規
定
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
該
当
す
る
特
約
類
型
の
要
件
と
七
条
に
基
づ
く
合
理
性
要
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
要
件
で
あ
り
、
各
特
約
類
型
に
課
さ

れ
て
い
る
具
体
的
な
要
件
を
充
足
し
た
と
し
て
も
、
な
お
当
該
特
約
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
無
効
と
な
り
う
る
、
と
い
う

の
が
本
法
の
構
造
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
一
条
は
勧
誘
禁
止
特
約
の
期
間
が
一
年
を
超
え
る
場
合
は
無
効
と
な
る
と
定
め
て
い
る
と

こ
ろ
、
労
務
を
提
供
す
る
労
働
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
顧
客
が
頻
繁
に
発
注
先
の
企
業
を
変
更
す
る
業
界
で
あ
る
と
い
う

ケ
ー
ス
な
ど
、
具
体
的
な
状
況
の
下
で
八
か
月
間
の
勧
誘
禁
止
特
約
が
不
合
理
に
長
い
競
業
制
限
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
そ
の
勧
誘
禁
止
特
約
は
、
七
条
を
理
由
と
し
て
無
効
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
条
な
い
し
一
四
条
の
規
定
は
免
責

（safe�harbor

）
な
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
合
理
性
の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
二
条
各
号
お
よ
び
八
条
な
い
し
一
四
条
が
列
挙
す
る
七
つ
の
類
型
に
当
た
ら
な
い
特
約
で
あ
っ
て
も
、
二
条
⑾
号
の
定

義
に
該
当
す
れ
ば
、
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
該
当
し
、
本
法
の
規
制
が
及
び
う
る
（
二
条
の
注
釈
も
参
照
（
前
記
㈡
1
⑵
））。

そ
の
よ
う
な
契
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、
七
条
の
合
理
性
要
件
、
四
条
の
通
知
要
件
、
五
条
の
報
酬
要
件
そ
の
他
本
法
に
基
づ

い
て
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
1
）　

フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件
・
奈
良
地
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
三
日
下
民
集
二
一
巻
九
＝
一
〇
号
一
三
六
九
頁
、

ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
四
年
八
月
三
〇
日
労
判
八
三
八
号
三
二
頁
な
ど
。

（
2
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

（A
M.� LA

W�I N
ST.�201（

））
を
素
材
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
法

に
お
け
る
在
職
中
の
兼
業
・
競
業
の
可
否
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
と
し
て
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お

け
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
と
在
職
中
の
競
業
・
兼
業
に
対
す
る
制
限
（
一
）」
法
学
研
究
九
三
巻
二
号
五
五
頁
以
下
（
二
〇
二
〇
年
）
も

参
照
。

（
3
）　

例
え
ば
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
（
後
掲
注（
4（
））、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
（
後
掲
注（
183
））、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
（
後
掲
注（
10
）、
後
掲
注

（
（2
））、
バ
ー
モ
ン
ト
州
（
後
掲
注（
209
））、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
（
後
掲
注（
210
））。

（
4
）　

例
え
ば
、
ア
ラ
バ
マ
州
（A

LA.�C
O
D
E�

§§�（-1-190�-�（-1-19（

）、
コ
ロ
ラ
ド
州
（
後
掲
注（
214
））、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
（W

is.�
Stat.�A

nn.�

§�103.4（（
）。

（
（
）　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
（
後
掲
注（
20
））、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
（
後
掲
注（
21
））、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
（
後
掲
注（
22
））。

（
（
）　

例
え
ば
、
イ
リ
ノ
イ
州
（（20�I LL.�C
O
M
P.�S

T
A
T.�90/10

）、
メ
イ
ン
州
（
後
掲
注（
42
））、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
（M

A
SS.�G

EN.�
L
A
W
S�ch.149,�

§�24L

（c

）（i

））、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
（N

.H
.�R
EV.�S

T
A
T.�A

N
N.�

§�2（（:（0-a

）、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
（
後
掲
注（
（1
））、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
（W

A
SH.�R

EV.�C
O
D
E�

§�49.（2.020

（1�

）（b

））。

（
（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�C
O
N
T
RA
CT
S�（A

M.� LA
W�I N

ST.�1932

）.

（
（
）　R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�（A

M.� LA
W�I N

ST.�19（1

）.

（
9
）　U

.C.C.�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�&
�U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�19（2

）.

（
10
）　

例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
関
し
、BD

O
�Seidm

an�v.�H
irshberg

事
件
判
決
が
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一

八
八
条
（
後
記
二
㈢
2
⑴
ⅰ
）
や
一
八
四
条
（
後
記
二
㈣
2
⑴
ⅰ
）
を
参
照
し
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
判
断
や
部
分
的
有
効
性

（partial�enforcem
ent

）
に
関
す
る
州
判
例
法
を
形
成
し
て
い
る
。93��N

.Y
.2d�3（2�（1999

）.

（
11
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�201（
）.

（
12
）　Id.�Forew

ord.

（
13
）　Sam

uel�Estreicher,�M
atthew

�T
.�Bodie,�M

ichael�C.�H
arper�&

�Stew
art�J.�Schw

ab,�Forew
ord: T

he R
estatem

ent of 
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E
m

ploym
ent Law

 Project,�100�C
O
RN
ELL�L.�R

EV.�124（,�124（�（201（

）.�

植
田
・
前
掲
注（
2
）六
二
―
六
三
頁
も
参
照
。

（
14
）　

植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
労
働
者
の
忠
実
義
務
と
在
職
中
の
競
業
・
兼
業
に
対
す
る
制
限

（
二
・
完
）」
法
学
研
究
九
三
巻
三
号
一
〇
一
頁
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
1（
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
1（
）　Id.�Prefatory�N

ote.

（
1（
）　

ア
メ
リ
カ
の
雇
用
法
お
よ
び
労
働
法
を
素
材
に
法
と
経
済
学
的
分
析
を
行
っ
た
文
献
と
し
て
、see�Stew

art�J.�Schw
ab,�Law

-
and-E

conom
ics A

pproaches to Labour and E
m

ploym
ent Law

, �33��I N
T
ERN

A
T
IO
N
A
L�J O

U
RN
A
L� O
F�C

O
M
PA
RA
T
IV
E�L

A
BO
U
R�L

A
W�

A
N
D�I N

D
U
ST
RIA
L�R

ELA
T
IO
N
S�11（�

（201（

）（
同
論
文
の
翻
訳
と
し
て
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｊ
・
シ
ュ
ワ
ブ
（
植
田
達
訳
）「
労
働
法
お
よ

び
雇
用
法
へ
の
法
と
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
慶
應
法
学
四
一
号
二
五
七
頁
以
下
（
二
〇
一
八
年
））。

（
1（
）　

本
法
に
お
け
る
労
働
者
（w

orker

）
と
被
用
者
（em

ployee

）
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
後
記
㈡
1
⑴
参
照
。
た
だ
し
、
本
法
序

論
の
記
述
に
お
い
て
こ
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
は
明
確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
19
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
（
後
記
㈢
2
⑴
ⅱ
）
参
照
。

（
20
）　B

U
S.� A

N
D�P

RO
F.�

§§�1（（00-1（（02.（.

（
21
）　N

.D
.�C
EN
T.�C

O
D
E�

§�9-0（-0（.

（
22
）　O

K
LA.�S

T
A
T.�tit.�1（��

§§�21（-219B.

（
23
）　U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�S

ECRET
S�A

CT�

（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�am
ended�19（（

）.�

統
一
営
業
秘
密
法
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
と

同
じ
く
、
統
一
州
法
委
員
会
全
国
会
議
が
、
各
州
で
不
統
一
や
判
断
の
不
確
実
さ
に
よ
る
混
乱
が
み
ら
れ
た
営
業
秘
密
に
つ
い
て
統
一
的

な
ル
ー
ル
の
形
成
を
目
指
し
、
統
一
州
法
案
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。Id.�Prefatory�N

ote.

（
24
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
だ
け
は
営
業
秘
密
保
護
を
現
在
も
な
お
判
例
法
に
よ
っ
て
規
律
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
四
九
の
州
（
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
法
は
独
自
の
制
定
法
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
規
律
内
容
的
に
は
統
一
営
業
秘
密
法
と
同
様
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。

N
.C.�G

EN.�S
T
A
T.�

§§�（（-1（2-（（-1（2�（19（1

））、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
自
治
連
邦
区
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン

諸
島
に
お
い
て
統
一
営
業
秘
密
法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
（
法
域
ご
と
に
多
少
の
修
正
は
行
わ
れ
て
い
る
。）。
採
択
状
況
に
つ
い
て
は
、

U
niform

�Law
�C

om
m

ission,�T
R
A
D
E�S

E
C
R
E
T
S�A

C
T,�https://w

w
w

.uniform
law

s.org/com
m

ittees/com
m

unity-
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hom

e?Com
m

unityK
ey=3a2（3（fb-e030-4e2d-a9e2-903（3dc0（（92�（last�visited�July�1（,�2022

）。

（
2（
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
七
条
（
後
記
㈢
2
⑴
ⅱ
）
参
照
。

（
2（
）　Exec.�O

rder�N
o.14,03（�

§�（�（g

）�（July�09,�2021

）,�quoted in�U
N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�
Prefatory�N

ote�（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.
（
2（
）　T

H
E�W

H
IT
E�H

O
U
SE,�S

T
A
T
E�C

A
LL� T

O�A
CT
IO
N� O

N�N
O
N-C

O
M
PET

E�A
GREEM

EN
T
S�

（201（

）,�https://obam
aw

hitehouse.
archives.gov/sites/default/files/com

petition/noncom
petes-calltoaction-final.pdf

（
2（
）　See�J O

H
N�W

.�L
ET
T
IERI,�A

�B
ET
T
ER�B

A
RGA

IN:�H
O
W�N

O
N
CO
M
PET

E�R
EFO

RM�C
A
N�B

EN
EFIT�W

O
RK
ERS� A

N
D�B

O
O
ST�E

CO
N
O
M
IC�

D
Y
N
A
M
ISM�2��

（2020
）,�quoted in�U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�Prefatory�N
ote�

（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�
2021

）.

（
29
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�Prefatory�N
ote�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
30
）　

統
一
営
業
秘
密
法
一
条
⑷
号
は
、「
営
業
秘
密
と
は
、
方
式
（form

ula

）、
様
式
（pattern

）、
編
集
（com

pilation

）、
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
発
明
（device

）、
方
法
（m

ethod

）、
技
術
（technique

）、
過
程
（process

）
を
含
む
情
報
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
も
の
を
い
う
。
ⅰ
そ
の
開
示
ま
た
は
使
用
に
よ
っ
て
経
済
的
価
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
者
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

お
よ
び
適
切
な
方
法
で
は
容
易
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
も
し
く
は
潜
在
的
な
独
立
し
た
経
済
的
価
値
が
得
ら
れ
る
も
の

　

ⅱ
秘
密
性
を
保
持
す
る
た
め
に
そ
の
状
況
下
で
合
理
的
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
」
と
定
め
て
い
る
。U

N
IFO
RM�T

RA
D
E�

S
ECRET

S�A
CT�

§�1�（4�

）�（U
N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�am
ended�19（（

）.

（
31
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�2�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
32
）　

こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
競
業
避
止
特
約
に
限
ら
ず
、
広
く
雇
用
法
分
野
に
つ
い
て
記
述
す
る
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
そ

の
記
述
す
る
ル
ー
ル
の
適
用
対
象
と
な
る
「
労
働
者
（em

ployee
）」
の
定
義
に
つ
き
、
一
・
〇
一
条
が
、「
雇
用
関
係
の
存
在
の
条
件
」

と
し
て
、「
⒜
第
一
・
〇
二
条
お
よ
び
第
一
・
〇
三
条
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
、
個
人

（individual

）
は
使
用
者
（em

ployer

）
の
労
働
者
（em

ployee

）
と
し
て
労
務
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑴
そ
の
個
人
が
、
少
な

く
と
も
部
分
的
に
は
、
使
用
者
の
利
益
（interests

）
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
、
⑵
当
該
使
用
者
が
そ
の
個
人
の
労
務
を
受
け
る

こ
と
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
、
⑶
当
該
使
用
者
が
、
そ
の
個
人
が
労
務
を
提
供
す
る
方
法
（m

anner

）
お
よ
び
手
段
（m

eans

）
を
管
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理
し
（control

）、
ま
た
は
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
当
該
使
用
者
が
、
そ
の
個
人
が
独
立
し
た
事
業
者
（businessperson

）
と
し
て

労
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
事
実
上
阻
止
し
て
い
る
こ
と
。
⒝
個
人
が
、
自
己
の
利
益
の
た
め
に
、
助
手
（assistant

）
を
雇
用
す
る
か
ど

う
か
、
ど
こ
に
助
手
を
配
置
す
る
か
、
機
材
を
購
入
す
る
か
ど
う
か
、
ど
こ
に
機
材
を
設
置
す
る
か
、
他
の
顧
客
に
対
し
て
労
務
を
提
供

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
他
の
顧
客
に
対
し
て
い
つ
労
務
を
提
供
し
て
い
る
か
を
含
む
、
重
要
な
事
業
上
の
決
定
に
つ
い
て
事
業
者
的

（entrepreneurial

）
管
理
権
を
行
使
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
個
人
は
、
独
立
し
た
事
業
者
と
し
て
労
務
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

労
働
者
と
し
て
で
は
な
い
。」
と
記
述
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�1.01�

（A
M.�L

A
W�I N

ST.�201（

）.�

こ
の
よ
う

に
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
い
う
「
労
働
者
」
に
は
、
本
人
（principal

）
に
労
務
を
提
供
す
る
独
立
契
約
者
な
ど
の
代
理
人

（agent

）
は
含
ま
れ
な
い
。See�Id.�ch.1,�cm

t.�a.�

な
お
、
一
・
〇
二
条
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
労
務
提
供
者
）
に
つ
い
て
、
一
・
〇

三
条
は
会
社
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支
配
権
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§§�1.02-1.03.

（
33
）　

制
定
法
に
定
め
の
な
い
特
約
で
あ
っ
て
も
、
直
ち
に
有
効
に
な
る
の
で
は
な
く
、
別
途
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
有
効
性
が
制
限

さ
れ
う
る
。

（
34
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�3�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
3（
）　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
も
、
雇
用
契
約
に
含
ま
れ
る
、
退
職
後
の
競
業
避
止
条
項
が
公
序
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
っ

て
も
、
雇
用
契
約
の
他
の
規
定
は
有
効
で
あ
る
、
と
い
う
場
面
な
ど
を
想
定
し
た
一
八
四
条
⑴
項
の
記
述
が
あ
る
（
後
記
㈣
2
⑴
ⅰ
）。

こ
れ
は
、
本
法
三
条
⒜
項
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
問
題
で
は
な
く
、
一
個
の
契
約
の
な
か
で
、
一
個
の
契
約
条
件
の
無
効
が
別
の
契
約
条

件
へ
も
た
ら
す
影
響
の
問
題
で
あ
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T�（S

ECO
N
D

）� OF�C
O
N
T
RA
CT
S�

§�1（4�cm
t.�a,�cm

t.�b�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�19（1

）.

（
3（
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�
§�3�� LEGISLA

T
IV
E� N
O
T
E�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
3（
）　29��U
.S.C.�

§§�1001-14（1.�

競
業
避
止
と
エ
リ
サ
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
植
田
達
「
退
職
後
の
労
働
者
の
競
業
を
理
由
と
す
る

退
職
金
・
企
業
年
金
の
不
支
給
―
ア
メ
リ
カ
・
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
エ
リ
サ
法
）
の
バ
ッ
ド
ボ
ー
イ
条
項
禁
止
と
ト
ッ
プ
ハ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
法

学
政
治
学
論
究
一
二
〇
号
一
頁
（
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
3（
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�4�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
39
）　Id.�

§�4�� CM
T.

（
40
）　N

.H
.�R
EV.�S

T
A
T.�A

N
N.�

§�2（（:（0.
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（
41
）　W

A
SH.�R

EV.�C
O
D
E�

§�49.（2.020

（1�

）（a

）（i

）.

（
42
）　M

E.�R
EV.�S

T
A
T.�A

N
N.�tit.�2（,�

§�（99-A
.

（
43
）　M

A
SS.�G

EN.�L
A
W
S�ch.149,�

§�24L

（b

）（i

）.
（
44
）　A

LA.�C
O
D
E�

§�（-1-192.
（
4（
）　W

A
SH.�R

EV.�C
O
D
E�

§�49.（2.020

（1�

）（a

）（ii

）.

（
4（
）　M

A
SS.�G

EN.�L
A
W
S�ch.149,�

§�24L

（b

）（ii

）.

（
4（
）　（20�I LL.�C

O
M
P.�S

T
A
T.�90/（.

（
4（
）　Charles�T

.�Creech,�Inc.�v.�Brow
n,�433�S.W

.3d�34（,�3（3�（K
y,�2014

）.

（
49
）　Zellner�v.�Conrad,�1（3�A

.D
.2d�2（0,�2（（�

（2d�D
ep

’t�1992

）;�Gazzola-K
raenzlin�v.�W

estchester�M
edical�Group,�10��

A
.D

.�3d�（00,�（02�（2d�D
ep

’t�2004

）.

（
（0
）　

雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
競
業
避
止
特
約
の
約
因
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
記
述
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
レ
タ
ー
は
な
い
が
、
そ
の
八
・

〇
六
条
（
後
記
2
⑴
ⅱ
参
照
）
の
注
釈
に
お
い
て
「
雇
用
関
係
開
始
後
に
締
結
さ
れ
た
競
業
避
止
特
約
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
雇
用

関
係
開
始
後
で
あ
っ
て
も
、
競
業
避
止
特
約
を
有
効
に
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
法
域
に
お
い
て
、
随
意
雇
用
の
労
働
者
の
雇
用

継
続
は
、
そ
の
他
の
要
件
を
充
足
す
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
支
え
る
約
因
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
少
数
な
が

ら
、「
新
た
な
」
ま
た
は
「
追
加
的
な
」
約
因
を
要
求
す
る
法
域
も
あ
る
、
と
整
理
し
て
い
る
。R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�cm
t.�e�（A

M.�L
A
W�I N

ST.�201（

）.�

具
体
例
と
し
て
、
営
業
秘
密
な
ど
の
秘
密
情
報
を
競
業
避
止
特
約
の
締
結
後
に
共
有
す
る
こ
と

も
特
約
の
約
因
に
当
た
り
う
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。Id.�
§�（.0（�cm

t.�e,�illus.�12.�

他
方
、
特
約
の
締
結
後
に
相
当
期
間
の
雇
用
継
続

を
要
求
す
る
立
場
に
つ
い
て
、
同
注
釈
へ
の
起
草
者
注
記
（Reporters

’�Notes

）
で
は
、
妥
当
な
結
論
を
導
い
て
い
る
と
述
べ
つ
つ
、

そ
の
論
拠
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
特
約
締
結
時
点
か
ら
雇
用
関
係
終
了
ま
で
の
期
間
の
長
さ
は
、
使
用
者
が
特
約
を
締
結
す
る
に

あ
た
っ
て
誠
実
に
行
動
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
は
関
係
し
う
る
（
使
用
者
が
労
働
者
の
解
雇
を
計
画
し
た
後
に
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約

を
締
結
さ
せ
た
場
合
は
、
八
・
〇
六
条
⒝
号
に
い
う
「
使
用
者
が
…
…
不
誠
実
に
行
動
し
た
場
合
」
に
当
た
る
。
後
記
⑶
ⅱ
）
が
、
裁
判

所
は
対
価
の
適
切
性
は
測
定
し
な
い
と
い
う
一
般
的
な
契
約
法
の
ル
ー
ル
と
は
矛
盾
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。Id.�

§�（.0（�
reporters

’�notes�cm
t.�e.�

ま
た
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
約
因
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
後
記
2
⑴
ⅰ
参
照
。
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（
（1
）　V

A.�C
O
D
E�A

N
N.�

§�40.1-2（.（:（.
（
（2
）　

こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
のK

arpinski�v.�Ingrasci

事
件
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。2（��N

.Y
.2d�4（��（19（1

）.
（
（3
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�20�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（4
）　Id.�
§�（�� CM

T.

（
（（
）　

特
定
の
低
賃
金
労
働
者
が
、
顧
客
に
と
っ
て
企
業
を
選
択
す
る
際
の
決
定
的
な
要
因
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。Id.�Prefatory�N

ote.

（
（（
）　

五
条
に
つ
い
て
立
法
上
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
州
は
、
全
て
の
労
働
者
ま
た
は
特
定
の
業
務
を
行
う
労
働
者
に
つ
き
、
州
内
の
被
用
者

の
年
間
平
均
賃
金
よ
り
も
高
額
な
要
件
（
年
間
平
均
賃
金
の
一
・
五
倍
や
二
倍
な
ど
）
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。Id.�

§�（��
LEGISLA

T
IV
E� N
O
T
E.

（
（（
）　

秘
密
保
持
特
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
は
九
条
各
号
に
該
当
し
な
け
れ
ば
足
り
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）　

六
条
に
つ
い
て
の
立
法
上
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
義
務
違
反
行
為
の
要
件
に
つ
き
、
州
は
、
失
業
保
険
給
付
の
主
た
る
欠
格
事
由
の
判

断
に
用
い
て
い
る
文
言
を
設
け
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�（��
LEGISLA

T
IV
E� N
O
T
E�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021
）.

（
（9
）　Id.�

§�（�� CM
T.

（
（0
）　

後
掲
注（
（（
）参
照
。

（
（1
）　U

N
IFO
RM�R

EST
RICT

IV
E�E

M
PLO

Y
M
EN
T�A

GREEM
EN
T�A

CT�

§�（�� CM
T.�（U

N
IF.�L

A
W�C

O
M
M

’N�2021

）.

（
（2
）　R

EST
A
T
EM
EN
T� O

F�E
M
PLO

Y
M
EN
T�L

A
W�

§�（.0（�（A
M.�L

A
W�I N

ST.�201（

）.

（
（3
）　Id.�

§�（.0（�cm
t.�f.

（
（4
）　

正
当
な
理
由
は
、
二
・
〇
四
条
⒜
項
に
お
け
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
契
約
の
終
了
の
理
由
と
同
様
に
定
義
さ
れ
る
（Id.

）
と
こ
ろ
、

同
項
は
、「
雇
用
契
約
の
終
了
の
理
由
」
に
つ
い
て
、「
使
用
者
は
、
労
働
者
に
、
継
続
的
な
職
務
怠
慢
、
重
大
な
過
失
を
含
む
義
務
違
反

行
為
そ
の
他
の
違
法
行
為
へ
の
関
与
ま
た
は
長
期
的
な
障
害
に
よ
る
職
務
遂
行
の
不
能
な
ど
、
重
大
な
契
約
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
期

間
の
定
め
の
あ
る
雇
用
契
約
の
期
間
満
了
前
の
終
了
の
理
由
が
あ
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。Id.�

§�2.04�（a

）.

（
（（
）　

擬
制
解
雇
（constructive�discharge

）
と
は
、
具
体
的
な
状
況
の
下
で
合
理
的
な
労
働
者
が
辞
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
耐
え
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が
た
い
労
働
条
件
を
設
定
し
、
そ
の
労
働
者
が
実
際
に
辞
職
す
る
場
合
を
い
う
。Id.�

§�（.01�cm
t.�c.�

そ
の
例
と
し
て
は
、
使
用
者
が
、

労
働
者
を
降
格
さ
せ
た
上
、
通
常
あ
る
は
ず
の
職
員
に
よ
る
支
援
を
剝
奪
し
、
そ
の
後
に
労
働
者
が
辞
職
し
た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Id.�

§�（.0（�cm
t.�c,�illus�1（.

（
（（
）　

雇
用
終
了
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
に
関
係
な
く
、
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
す
る
法
域
は
、
少
数
で
あ
り
、
雇
用
終
了
を
め
ぐ
る
事
実

関
係
を
、
決
定
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
重
要
な
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
、
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判

所
の
大
多
数
は
、
正
当
な
理
由
な
く
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
や
、
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
辞
職
し
た
労
働
者
の
ほ
か
、
景

気
悪
化
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
の
関
係
で
も
、
競
業
避
止
特
約
が
合
理
的
で
あ
っ
て
も
、
有
効
と
し
て
い
な
い
。Id.�

§�（.0（�
reporters

’�notes�cm
t.�f.

（
（（
）　

前
掲
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）も
参
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。
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